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第４章 学位プログラム 
第 7 7条 の２ 学位プログラム   

 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生， 

    研究生，専攻生及び外国人特別学生 
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   第84条の２ 授業料等の不徴収 
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第１章 総   則 

 （趣  旨） 

第１条 この規則は，国立大学法人神戸大学学則（平成16年４月１日制定）第29条の規定に基づき，

学生の修学に関し必要な事項を定めるものとする。 

 （教育憲章） 

第２条 本学の教育は，神戸大学教育憲章（平成14年５月16日制定）に則り，行うものとする。 

 （学  部） 

第３条 本学の学部に置く学科は，次のとおりとする。 

 文 学 部 人文学科 

 国際文化学部 国際文化学科 

 発達科学部 人間形成学科，人間行動学科，人間表現学科，人間環境学科 

 法 学 部 法律学科 

 経 済 学 部 経済学科 

 経 営 学 部 経営学科 

 理 学 部 数学科，物理学科，化学科，生物学科，地球惑星科学科 

 医 学 部 医学科，保健学科  

 工 学 部 建築学科，市民工学科，電気電子工学科，機械工学科，応用化学科，情報知能工

学科  

農 学 部 食料環境システム学科，資源生命科学科，生命機能科学科 

 海事科学部 グローバル輸送科学科，海洋安全システム科学科，マリンエンジニアリング学科 

 （大 学 院） 

第４条 本学の大学院研究科に置く専攻及びその課程は，次の表に掲げるとおりとする。 

研 究 科 名 専     攻     名 課程の別 

人 文 学 研 究 科 文化構造専攻，社会動態専攻 博士課程 

国際文化学研究科 文化相関専攻，グローバル文化専攻 博士課程 

人間発達環境学研究科  人間発達専攻，人間環境学専攻 博士課程 

法 学 研 究 科 
理論法学専攻，政治学専攻 博士課程 

実務法律専攻 専門職学位課程 

経 済 学 研 究 科 経済学専攻 博士課程 

経 営 学 研 究 科 
経営学専攻 博士課程 

現代経営学専攻 専門職学位課程 

理 学 研 究 科 
数学専攻，物理学専攻，化学専攻，生物学専攻，地球惑

星科学専攻 
博士課程 

医 学 研 究 科 
バイオメディカルサイエンス専攻 修士課程 

医科学専攻 博士課程 

保 健 学 研 究 科 保健学専攻 博士課程 
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工 学 研 究 科 
建築学専攻，市民工学専攻，電気電子工学専攻，機械工

学専攻，応用化学専攻 
博士課程 

システム情報学研究科 システム科学専攻，情報科学専攻，計算科学専攻 博士課程 

農 学 研 究 科 
食料共生システム学専攻，資源生命科学専攻，生命機能

科学専攻 
博士課程 

海事科学研究科 海事科学専攻 博士課程 

国際協力研究科 国際開発政策専攻，国際協力政策専攻，地域協力政策専攻 博士課程 

２ 人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，経済学研究科，経営

学研究科，理学研究科，保健学研究科，工学研究科，システム情報学研究科，農学研究科，海事

科学研究科及び国際協力研究科の博士課程は，これを前期２年の課程（以下「前期課程」とい

う。）及び後期３年の課程（以下「後期課程」という。）に区分し，前期課程は，これを修士課程

として取り扱うものとする。 

３ 法学研究科実務法律専攻及び経営学研究科現代経営学専攻の専門職学位課程は，学校教育法

（昭和22年法律第26号。以下「法」という。）第99条第２項に規定する専門職大学院の課程とし，

法学研究科の専門職学位課程は，専門職大学院設置基準（平成15年文部科学省令第16号）第18条

第１項に規定する法科大学院とする。 

 （乗船実習科） 

第５条 本学に置く乗船実習科に関することは，神戸大学乗船実習科規則（平成16年４月１日制

定）で定める。 

 （収容定員） 

第６条 本学の収容定員は，別表のとおりとする。 

 （学  年） 

第７条 学年は，４月１日に始まり，翌年３月31日に終る。 

 （学  期） 

第８条 学年を分けて，次の２期とする。 

    前 期 ４月１日から９月30日まで 

    後 期 10月１日から翌年３月31日まで 

 （休 業 日） 

第９条 定期の休業日は，次のとおりとする。 

    日曜日及び土曜日 

    国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日 

    本学創立記念日 ５月15日 

    春 季 休 業 ３月27日から４月５日まで 

    夏 季 休 業 ８月８日から９月30日まで 

    冬 季 休 業 12月25日から翌年１月７日まで 

２ 臨時の休業日は，学長が定める。 

３ 教育上必要と認めるときは，第１項の規程にかかわらず，春季，夏季及び冬季休業の期間は，

-18-



-19-



-20-



 

 (3) 外国において，前２号と同程度の課程を修了した者 

 (4) 専修学校の専門課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を

満たすものに限る。）を修了した者（第10条各号のいずれかに該当する者に限る。） 

 （転 入 学） 

第14条 他の大学に現に在学する者で，本学に転入学を志望する者があるときは，第10条の規定に

かかわらず，学期の初めにおいて，教授会の議を経て，入学を許可することがある。 

 （再 入 学） 

第15条 本学を第45条の規定により中途退学した者又は除籍された者で，再び同一の学部に入学を

志望する者があるときは，第10条の規定にかかわらず，学期の初めにおいて，教授会の議を経て，

入学を許可することがある。 

 （入学志願） 

第16条 入学を志願する者は，所定の日までに，検定料を納付したうえ，入学願書，検定料払込証

明書及び別に指定する書類を提出しなければならない。 

２ 既納の検定料は，還付しない。ただし，次の各号のいずれかに該当するときは，当該額に相当

する額を還付するものとする。 

 (1) 学部の入学試験において出願書類等により第一段階目の選抜を行い，その合格者に限り学力

検査その他により第二段階目の選抜を行う場合において，第一段階目の選抜で不合格となった

者が第二段階目の選抜に係る額の返還を申し出たとき。 

 (2) 学部の入学試験において入学の出願を受理した後に本学が大学入試センター試験において受

験することを課した教科・科目を受験していないことにより，出願の資格がないことが判明し

た者が第二段階目の選抜に係る額の返還を申し出たとき。 

 (3) 検定料を納付した者が，所定の日までに入学願書を提出しなかった場合において，返還を申

し出たとき。 

 (4) 検定料を納付し，入学願書を提出した者が，受験を認められなかった場合において，返還を

申し出たとき。 

 （入学者選抜） 

第16条の２ 入学者の選抜は，公正かつ妥当な方法により，適切な体制を整えて行うものとする。 

 （入学手続） 

第17条 入学試験に合格した者は，所定の期日までに，入学料を添えて入学手続を行わなければな

らない。 

２ 既納の入学料は，還付しない。 

 （入学料の免除） 

第18条 入学料の納付が困難な者に対しては，本人の申請により入学料の全額又は半額を免除する

ことがある。 

２ 入学料の免除の取扱いについては，別に定める。 

 （入学料の徴収猶予等） 

第19条 入学料の納付期限までに納付が困難な者に対しては，本人の申請により入学料の徴収を猶

予することがある。 
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 （転 学 科） 

第39条 転学科に関することは，学部規則で定める。 

   第３節  留学及び休学 

 （留  学） 

第40条 第34条第１項の規定に基づき，外国の大学又は短期大学に留学しようとする者は，所属学

部長の許可を受けなければならない。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は，第22条の修業年限に算入するものとする。 

 （休学の許可） 

第41条 学生が，疾病その他の理由により，３か月以上修学を休止しようとするときは，所属学部

長の許可を得て休学することができる。 

２ 前項の休学期間は，１年以内とする。ただし，特別の理由があると認めるときは，学部長は，

更に１年を超えない範囲内において休学期間の延長を認めることができる。当該延長に係る期間

が満了した場合において，これを更に延長しようとするときも，同様とする。 

第 41条の 2 前条の規定にかかわらず，医学部医学科の学生であって，第 60条第 1項の規定によ

り医学研究科博士課程に早期入学するときは，医学部長の許可を得て，休学することができる。 

２ 前項の休学期間は，4 年以内とする。ただし，特別の理由があると認めるときは，医学部長は， 

更に 1年を超えない範囲内において休学期間の延長を認めることができる。当該延長に係る期間

が満了した場合において，これを更に延長しようとするときも，同様とする。 

 （休学の解除） 

第42条 前条の休学期間中にその理由が消滅したときは，所属学部長の許可を得て，復学すること

ができる。 

 （休学の命令） 

第43条 学生で，疾病により３か月以上修学を休止させることが適当と認められる者があるときは，

学部長の申請により，学長が休学を命ずる。 

 （休学期間の取扱い） 

第44条 休学の期間は，通算して３年を超えることはできない。ただし，第41条の2に規定する学

生の休学期間の通算については，8年を限度として，医学部において別に定める。 

２ 休学期間は，在学年数に算入しない。 

   第４節  退学及び除籍 

 （退  学） 

第45条 学生が，退学しようとするときは，その理由を具し，所属学部長に願い出て許可を受けな

ければならない。 

 （疾病等による除籍） 

第46条 学生が，疾病その他の理由により，成業の見込みがないと認められるときは，学部長の申

請により，学長がこれを除籍する。 

 （入学料等未納による除籍） 

第47条 学生が次の各号のいずれかに該当するときは，学部長がこれを除籍する。 

 (1) 第18条又は第19条の規定により入学料の免除又は徴収猶予を申請した者で，免除若しくは徴
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限る。）を修了した者 

 (4) 我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における16年の課程

（最終の課程は，医学，歯学，薬学又は獣医学）を修了したとされるものに限る。）を有する

ものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって，文部科学大臣

が別に指定するものの当該課程を修了した者 

２ 前項に関して必要な事項は，関係の研究科規則で定める。 

 （進  学） 

第61条 本学大学院の修士課程，前期課程又は専門職学位課程を修了し，引き続き後期課程又は医

学研究科の博士課程に進学を志望する者については，当該研究科の定めるところにより，選考の

上，進学を許可する。 

 （入学者選抜） 

第62条 大学院の入学者の選抜は，公正かつ妥当な方法により，適切な体制を整えて行うものとす

る。 

２ 大学院の入学志願者に対する選考方法は，各研究科において別に定める。 

   第２節  修業年限，教育方法，修了要件等 

 （標準修業年限） 

第63条 修士課程の標準修業年限は，２年とする。 

２ 前項の規定にかかわらず，修士課程においては，主として実務の経験を有する者に対して教育

を行う場合であって，教育研究上の必要があり，かつ，昼間と併せて夜間その他特定の時間又は

時期において授業又は研究指導を行う等の適切な方法により教育上支障を生じないときは，各研

究科の定めるところにより，専攻又は学生の履修上の区分に応じ，標準修業年限を１年以上２年

未満の期間とすることができる。 

３ 前項に規定する修士課程を置く研究科，専攻又は学生の履修上の区分及びその標準修業年限は，

次のとおりとする。 

   人間発達環境学研究科  人間発達専攻（１年履修コース）１年 

４ 人文学研究科，国際文化学研究科，人間発達環境学研究科，法学研究科，経済学研究科，経営

学研究科，理学研究科，保健学研究科，工学研究科，システム情報学研究科，農学研究科，海事

科学研究科及び国際協力研究科の博士課程の標準修業年限は，前期課程２年，後期課程３年の５

年とする。 

５ 医学研究科の博士課程の標準修業年限は，４年とする。 

６ 経営学研究科現代経営学専攻の専門職学位課程の標準修業年限は，２年とする。ただし，教育

研究上の必要があると認められるときは，研究科の定めるところにより，学生の履修上の区分に

応じ，標準修業年限を１年以上２年未満の期間とすることができる。 

７ 法学研究科実務法律専攻の専門職学位課程（以下「法科大学院」という。）の標準修業年限は，

３年とする。 
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（教育課程） 

第 63 条の 2 大学院（専門職大学院を除く。）は，本学，研究科及び専攻の教育上の目的を達

成するために必要な授業科目を自ら開設するとともに学位論文の作成等に対する指導（以下「研究

指導」という。）の計画を策定し，体系的に教育課程を編成するものとする。 

２ 専門職大学院は，その教育上の目的を達成するために専攻分野に応じ必要な授業科目を自ら

開設し，体系的に教育課程を編成するものとする。 

 

 （教育方法等） 

第64条 大学院の教育は，授業科目の授業及び研究指導によって行うものとする。 

２ 専門職大学院においては，その目的を達成し得る実践的な教育を行うよう専攻分野に応じ事例

研究，現地調査，双方向又は多方向に行われる討論又は質疑応答その他の適切な方法により授業

を行うものとする。 

３ 研究科において教育上特別の必要があると認められる場合には，夜間その他特定の時間又は時

期において授業又は研究指導を行う等の適当な方法により教育を行うことができる。 

４ 各研究科における授業科目，その単位数及び研究指導並びにそれらの履修方法については，当

該研究科規則で定める。 

 （他大学大学院等の研究指導） 

第65条 教育上有益と認めるときは，他大学（外国の大学を含む。）の大学院又は研究所等（外国

の研究機関を含む。）との協定に基づき，学生に当該大学の大学院又は当該研究所等において必

要な研究指導を受けさせることがある。ただし，修士課程及び前期課程の学生については，当該

研究指導を受けさせる期間は，１年を超えないものとする。 

 （研究指導ための留学） 

第66条 前条の規定に基づき，外国の大学又は研究機関に留学しようとする者は，所属研究科長の

許可を受けなければならない。 

２ 前項の許可を受けて留学した期間は，第63条の標準修業年限に算入する。 

 （修士課程及び前期課程の修了要件） 

第67条 修士課程及び前期課程の修了要件は，当該課程に２年（人間発達環境学研究科人間発達専

攻（1年履修コース）にあっては，1年）以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指

導を受けた上，当該課程の目的に応じ修士論文又は特定の課題についての研究の成果の審査及び

最終試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，優れた業績を上げた者について

は，当該課程に１年以上在学すれば足りるものとする。 

 （博士課程の修了要件） 

第68条 博士課程（医学研究科の博士課程を除く。）の修了要件は，後期課程に３年以上在学し，

所定の単位を修得し，かつ，必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格す

ることとする。ただし，在学期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程

に１年（２年未満の在学期間をもって修士課程又は前期課程を修了した者にあっては，当該在学

期間を含めて３年）以上在学すれば足りるものとする。 

２ 前項の規定にかかわらず，施行規則第156条の規定により大学院への入学資格に関し修士の学
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位若しくは専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者又は専門職学位課程を

修了した者が，博士課程の後期３年の課程に入学した場合の博士課程の修了の要件は，大学院

（専門職大学院を除く。以下この項において同じ。）に３年（専門職大学院設置基準第18条第１

項の法科大学院の課程を修了した者にあっては，２年）以上在学し，必要な研究指導を受けた上，

当該大学院の行う博士論文の審査及び試験に合格することとする。ただし，在学期間に関しては，

優れた研究業績を上げた者については，大学院に１年（標準修業年限が１年以上２年未満の専門

職学位課程を修了した者にあっては，３年から当該１年以上２年未満の期間を減じた期間）以上

在学すれば足りるものとする。 

３ 医学研究科の博士課程の修了要件は，当該課程に４年以上在学し，所定の単位を修得し，かつ，

必要な研究指導を受けた上，博士論文の審査及び最終試験に合格することとする。ただし，在学

期間に関しては，優れた研究業績を上げた者については，当該課程に３年以上在学すれば足りる

ものとする。 

 （専門職学位課程の修了要件） 

第69条 専門職学位課程（法科大学院を除く。以下この条において同じ。）の修了要件は，当該課

程に２年（２年以外の標準修業年限を定める研究科，専攻又は学生の履修上の区分にあっては，

当該標準修業年限）以上在学し，所定の単位を修得することとする。 

２ 専門職学位課程の在学期間に関しては，第75条の規定により認定された入学前の既修得単位

（法第102条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を，当該単位数，

その修得に要した期間その他を勘案して当該課程の標準修業年限の２分の１を超えない範囲で研

究科が定める期間在学したものとみなすことができる。ただし，この場合においても，当該課程

に少なくとも１年以上在学するものとする。 

３ 法科大学院の修了要件は，当該課程に３年以上在学し，所定の単位を修得することとする。 

４ 法科大学院の在学期間については，第75条の規定により認定された入学前の既修得単位（法第

102条第１項の規定により入学資格を有した後，修得したものに限る。）を，当該単位数，その

修得に要した期間その他を勘案して１年を超えない範囲で研究科が定める期間在学したものとみ

なすことができる。 

５ 法科大学院は，法学の基礎的な学識を有すると認める者に関しては，第３項に規定する在学期 

間については，前項の規定により在学したものとみなす期間と合わせて１年を超えない範囲で研 

究科が認める期間在学したものと，第３項に規定する単位については，第74条及び第75条の規定 

により修得したものとみなす単位数と合わせて30単位を超えない範囲で研究科が認める単位を修 

得したものとみなすことができる。ただし，93単位を超える単位の修得を修了要件とする場合は 

その超える部分の単位数に限り，研究科が認める範囲で，30単位を超えてみなすことができる。 

 （学位論文及び最終試験） 

第70条 学位論文及び最終試験に関することは，学位規程に定めるところによる。 

 （修士及び博士の学位並びに専門職学位の授与） 

第71条 各研究科において，所定の課程を修了した者に対しては，その課程に応じて修士若しくは

博士の学位又は専門職学位を授与する。 
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２ 前項の学位に関することは，学位規程に定めるところによる。 

   第３節  準 用 規 定 

 （準用規定） 

第72条 第12条(入学期)，第14条(転入学)，第15条(再入学)，第16条(入学志願)，第17条(入学手

続)，第18条(入学料の免除)(第２項を除く。)，第19条(入学料の徴収猶予等)，第20条(死亡等に

よる入学料の免除)，第21条(宣誓)，第22条(修業年限)(第１項，第２項及び第３項を除く。)，

第24条(在学年限)，第27条(授業の方法)，第31条(単位の授与)，第32条(単位の基準)(第２項及

び第３項を除く。)，第33条(他学部の授業科目の履修)，第38条(転学部)，第39条(転学科)，第

45条(退学)，第46条(疾病等による除籍)，第47条(入学料等未納による除籍)，第50条から第54条

まで(授業料)，第55条(表彰)及び第55条の２(懲戒)の規定は，大学院に準用する。ただし，第24

条を準用する場合において，医学研究科の博士課程以外の博士課程にあっては，標準修業年限を

前期課程と後期課程に分ける。 

 （履修科目の登録の上限） 

第73条 専門職大学院学生の履修科目の登録の上限に関しては，第29条第１項を準用する。この場

合において，「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。 

（成績評価基準） 

第73条の２ 大学院（専門職大学院を除く。）の成績評価基準に関しては，第30条を準用する。こ

の場合において，「各学部」とあるのは「各研究科」と，「授業の方法及び計画」とあるのは

「授業及び研究指導の方法及び計画」と読み替えるものとする。 

２ 専門職大学院の成績評価基準に関しては，第30条を準用する。この場合において，「各学部」

とあるのは「専門職大学院」と読み替えるものとする。 

（他大学大学院の授業科目の履修） 

第74条 大学院学生の他大学（外国の大学を含む。）の大学院の授業科目の履修に関しては，第34

条を準用する。この場合において，同条第２項中「60単位」とあるのは，「10単位（ただし，専

門職大学院学生（法科大学院学生を除く。）にあっては15単位，法科大学院学生にあっては30単

位）」と，同条第3項中「及び外国の」とあるのは「，外国の」と，「当該教育課程における授

業科目を我が国において」とあるのは「当該教育課程における授業科目を我が国において履修さ

せる場合及び国際連合大学の教育課程における授業科目を」と，同条第4項中「学部規則」とあ

るのは「研究科規則」と読み替えるものとする。 

 （休学期間中に外国の大学の大学院において履修した授業科目の単位の取扱い） 

第74条の２ 大学院学生が休学期間中に外国の大学において履修した授業科目について修得した単

位に関しては，第34条の２を準用する。この場合において，同条第１項中「外国の大学又は短期

大学」とあるのは「外国の大学の大学院」と，同条第２項中「60単位」とあるのは，「10単位

(ただし，専門職大学院学生(法科大学院学生を除く。)にあっては15単位，法科大学院学生にあ

っては30単位)」と，同条第３項中「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものと

する。 

 （入学前の既修得単位の認定） 

第75条 大学院学生の入学前の既修得単位の認定に関しては，第36条（第２項を除く。）を準用す
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る。この場合において，同条第１項中「大学又は短期大学」とあるのは「大学院」と，同条第３

項中「第34条第２項，第34条の２第１項及び前条第１項により本学において修得したものとみな

し，又は与えることのできる単位数と合わせて60単位」とあるのは，「10単位（ただし，専門職

大学院学生（法科大学院学生を除く。）にあっては第74条及び第74条の2の規定により本学にお

いて修得したものとみなす単位数と合わせて15単位，法科大学院学生にあっては第74条及び第74

条の2の規定により本学において修得したものとみなす単位数と合わせて30単位）」と，同条第

４項中「学部規則」とあるのは「研究科規則」と読み替えるものとする。 

 （留  学） 

第76条 大学院学生の外国の大学への留学に関しては，第40条を準用する。この場合において，同

条第１項中「第34条第１項」とあるのは「第74条」と，「所属学部長」とあるのは「所属研究科

長」と，同条第２項中「第22条」とあるのは「第63条」と読み替えるものとする。 

 （休  学） 

第77条 大学院学生の休学に関しては，第41条第１項，第42条，第43条及び第44条第２項を準用す

るほか，各研究科規則で定める。 

 

第４章  学位プログラム 

（学位プログラム） 

第 77 条の２ 各学部及び各研究科において編成する教育課程のほか，明確な人材養成目的に基づ

き，学部又は研究科の枠を超えた組織的な指導体制で展開される体系性・一貫性ある教育を実

施するため，学位の取得を目的とする学位プログラムを置くことができる。 

２ 前項に規定する学位プログラムは，次のとおりとする。                 

EUエキスパート人材養成プログラム 

３ 学位プログラムの実施に関し必要な事項は，別に定める。 

 

 

 

第５章 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生，研究生，専攻生及び外国人特別学生 

 （特別聴講学生） 

第78条 他の大学，短期大学（外国の大学又は短期大学を含む。）又は高等専門学校との協定に基

づき，当該大学（大学院を含む。），短期大学又は高等専門学校の学生で，本学の授業科目を履

修しようとする者があるときは，特別聴講学生として許可することがある。 

２ 特別聴講学生については，協定に定めるもののほか，関係の学部規則及び研究科規則で定める。 

 （特別研究学生） 

第79条 他大学（外国の大学を含む。）の大学院との協定に基づき，当該大学院の学生で，本学に

おいて研究指導を受けようとする者があるときは，特別研究学生として許可することがある。 

２ 特別研究学生については，協定に定めるもののほか，関係の研究科規則で定める。 

 （科目等履修生） 

第80条 本学が開設する１又は複数の授業科目を履修しようとする者があるときは，科目等履修生
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として許可することがある。 

２ 科目等履修生に対しては，単位を与えることができる。 

３ 科目等履修生については，関係の学部規則及び研究科規則で定める。 

 （聴講生，研究生及び専攻生） 

第81条 本学が開設する１又は複数の授業科目を聴講しようとする者があるときは，聴講生として

許可することがある。 

２ 特定の事項について研究しようとする者があるときは，研究生として許可することがある。 

３ 本学学部卒業者で，特定の専門事項について攻究しようとする者があるときは，専攻生として

許可することがある。 

４ 聴講生，研究生及び専攻生については，それぞれ関係の学部規則，研究科規則及び専攻生規則

で定める。 

 （授業料の納期） 

第82条 特別聴講学生，特別研究学生，科目等履修生，聴講生，研究生及び専攻生の授業料につい

ては，それぞれの在学予定期間に応じ，３か月分又は６か月分に相当する額を当該期間における

当初の月に納付するものとし，在学予定期間が３か月未満又は６か月未満であるときは，その期

間分に相当する額を当該期間における当初の月に納付しなければならない。 

 （外国人特別学生） 

第83条 外国人で，第10条，第56条，第58条又は第59条の規定によらないで，外国人特別学生とし

て本学の学部又は大学院に入学を志願する者があるときは，教授会の議を経て許可する。 

２ 前項の学生で，学部又は大学院の課程を修了した者には，第49条又は第71条に定める学位を授

与する。 

 

 

第６章 授業料，入学料及び検定料の額 

 （授業料，入学料及び検定料の額） 

第84条 本学の授業料，入学料及び検定料（以下「授業料等」という。）の額は，神戸大学におけ

る授業料，入学料，検定料及び寄宿料の額に関する規程（平成16年４月１日制定）に定められた

額とする。 

 （授業料等の不徴収） 

第84条の２ 国費外国人留学生制度実施要項（昭和29年３月31日文部大臣裁定）に基づく国費外国

人留学生の授業料等については，前条の規定にかかわらず，不徴収とする。 

２ 特別聴講学生及び特別研究学生の授業料等については，第82条及び前条の規定にかかわらず，

第78条第１項又は第79条第１項の協定に基づき，不徴収とすることができる。 

３ 科目等履修生のうち，教育公務員特例法（昭和24年法律第1号）第22条第2項又は第3項の規定

に基づき本学に派遣された教育職員（以下「現職教育職員」という。）の入学料及び検定料につ

いては，第82条及び前条の規定にかかわらず，不徴収とすることができる。 

４ 聴講生及び研究生のうち，現職教育職員の授業料等については，第82条及び前条の規定にかか

わらず，不徴収とすることができる。 
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５ 学長の承認に基づき現職のままで科目等履修生，聴講生又は研究生として入学した本学の附属

学校教員の授業料等は，不徴収とする。 

６ 外国人特別学生の授業料等については，学長が認めたときは，前条の規定にかかわらず，不徴

収とすることができる。 

 

 

第７章 教育職員免許状 

 （教員の免許状授与の所要資格の取得） 

第85条 教員の免許状授与の所要資格を取得しようとする者は，教育職員免許法（昭和24年法律第

147号）及び教育職員免許法施行規則（昭和29年文部省令第26号）に定める所要の単位を修得し

なければならない。 

２ 前項の規定により所要資格を取得できる教員の免許状の種類等については，関係の学部規則及

び研究科規則の定めるところによる。 

 

附  則 

 １ この規則は，平成26年４月１日から施行する。 
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別 表 収容定員 

 

１ 学 部 

 

学科別 計 学科別 計 学科別 計 学科別 計 

文  学  部   115 115 460 460 

国 際 文 化 学 部 140 140 560 560 

90 360 

50 学科共通 200 

40 280 10 10 160 1,140 

100 400 

法 学 部 180 180 20 20 760 760 

経 済 学 部 270 270 20 20 1,120 1,120 

経 営 学 部 260 260 20 20 1,080 1,080 

25 100 

35 学科共通 140 

25 25 100 

20 80 

35 140 

112 5 0 663 

看護学専攻 80 10 

検査技術科学専攻 40 0 660 

理学療法学専攻 20 0 

作業療法学専攻 20 0 

90 360 

60 240 

90 学科共通 360 

100 540 20 20 400 2,200 

100 400 

100 400 

35 学科共通 140 

53 10 212 

62 248 

80 学科共通 160 

40 10 80 

80 280 

2,547 5 145 10,413 

2年次編入学定員 

5 

合        計 

150 10 620 

海 事 科 学 部 200 10 540 

グローバル輸送科学科 

海洋安全システム科学科 

マリンエンジニアリング学科 

市民工学科 

建築学科 

農 学 部 

食料環境システム学科 

資源生命科学科 

生命機能科学科 

工 学 部 
電気電子工学科 

機械工学科 

医 学 部 
保健学科 

272 10 

医学科 

発 達 科 学 部 

入学定員 

理 学 部 140 

区     分   

経営学科 

生物学科 

地球惑星科学科 

人間表現学科 

経済学科  

1,323 

数学科 

総定員 

25 610 

人間環境学科 

法律学科 

人文学科 

国際文化学科 

人間形成学科 

応用化学科 

情報知能工学科 

3年次編入学定員 

物理学科  

化学科 

人間行動学科 
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２ 大 学 院 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9 42 

情報科学専攻 28 3 56 9 
計算科学専攻 24 8 48 24 
食料共生 システム 学専攻 27 126 6 25 54 252 18 75 
資源生命科学専攻 42 8 84 24 
生命機能科学専攻 57 11 114 33 

海事科学研究科 海事科学専攻 60 60 11 11 120 120 33 33 
国際開発政策専攻 26 70 9 25 52 140 27 75 
国際協力政策専攻 22 7 44 21 
地域協力政策専攻 22 9 44 27 

1,208 299 78 149 378 50 2,412 898 312 

農学研究科 

工学研究科 

国際文化 
学研究科 

法学研究科 

人間発達環 

境学研究科 

医学研究科 

システム 情 
報学研究科 

経営学研究科 

国際協力研究科 

合              計 25 

博     士     課     程 
修士課程 

前 
   

期 後 
   

期 前 
   

期 後 
   

期 

理学研究科 

専門職学 

 位課程  

人文学研究科 

区 
       

分 
  
総                定               員 入          学          定          員 

修士課程 
博     士     課     程 専門職学 

 位課程  

専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 専攻別 計 
文化構造専攻 20 50 8 20 40 100 24 60 
社会動態専攻 30 12 60 36 
文化相関専攻 20 50 6 15 40 100 18 45 
グローバル 文化専攻 30 9 60 27 
人間発達専攻 52 96 11 17 104      188 22 40 

( 1 年履修 コース ) 4 4 

人間環境学専攻 40 6 80 18 
理論法学専攻 28 40 14 20 56 80 42 60 
政治学専攻 12 6 24 18 
実務法律専攻 80 80 240 240 

経済学研究科 経済学専攻 83 83 22 22 166 166 78 78 
経営学専攻 51 51 34 34 102 102 102 102 
現代経営学専攻 69 69 138 138 
数学専攻 22 122 4 29 44 244 12 87 
物理学専攻 24 5 48 15 
化学専攻 28 6 56 18 
生物学専攻 24 7 48 21 
地球惑星科学専攻 24 7 48 21 

バイオメディカルサイエンス 専攻 25 25 50 50 
医科学専攻 78 78 312 312 

保健学研究科 保健学専攻 56 56 25 25 112 112 75 75 
建築学専攻 65 324 8 42 130 648 24 126 
市民工学専攻 43 6 86 18 
電気電子工学専攻 65 8 130 24 
機械工学専攻 78 10 156 30 
応用化学専攻 73 10 146 30 
システム 科学専攻 28 80 3 14 56 160 
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５ 学生は，卒業，退学等により学籍を離れた場合は，速やかに学生証を発行者に返納しなければ

ならない。 

６ 学生証の再発行手続き及び返納は，学生の所属学部又は研究科において行うものとする。 

 （欠 席 届） 

第６条 学生が，３週間以上欠席するときは，理由を具し，欠席届を学部長又は研究科長に提出し

なければならない。 

 （学生登録票） 

第７条 学生は，入学したときは，速やかに学生登録票を学部長又は研究科長に提出しなければな

らない。 

 （身上異動・住所変更届） 

第８条 学生は，改姓，改名等，身上に異動があったとき，又は住所（保護者等の住所等を含

む。）を変更したときは，速やかに身上異動・住所変更届を学部長又は研究科長に提出しなけれ

ばならない。 

第９条 大学院の第１条から第４条まで並びに第６条及び第７条に定める事項については，それぞ

れ関係の研究科において定める。 

 （健康診断） 

第10条 学生は，毎年本学で行う健康診断を受けなければならない。 

 （様  式） 

第11条 諸願届等の様式は，別紙のとおりとする。 

 

   附  則 

1  この細則は，平成 26年 4月 1日から施行する。 

2  この細則施行の際現に在学する者で神戸大学共通細則の一部を改正する細則(平成 24年 3月 14

日制定)附則第 2 項の規定により，なお従前の例によるとされた者に係るこの細則による改正後の

神戸大学共通細則の規定の適用については，第 4条の規定にかかわらず，なお従前の例による。 
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様式６号
（表）

神 戸 大 学 学 生 証

上記の者は、本学の学生であることを証明する。

年 月 日
年 月 日

神 　　戸 　　大 　　学 　　長 印

（生協組合員番号）

（裏）

１　本学学生は常にこの学生証を携帯し、次の場合は、
　　これを提示しなければならない。
 (1)本学教職員の請求があった場合

(2)通学定期乗車券又は学生用割引乗車券の購入及び
これによって乗車船し、係員の請求があった場合

(3)本学図書館を利用する場合
（表面顔写真下の数字は図書館利用IDです。） 　

２　本証は他人に貸与又は譲渡してはならない。
３　本証を紛失したとき、又は記載内容に変更が生じた
　　ときは、直ちに発行者に届け出ること。
４　卒業、退学等により学籍を離れたときは、直ちに発行者に返納すること。

神戸大学 〒657-8501 神戸市灘区六甲台町1-1 TEL(078)881-1212(大代表)

■　注 意 事 項

（シール貼付スペース）

(図書館利用ID）

有 効 期 限

写
真

所 属
学 籍 番 号
氏 名
生 年 月 日

発 行 年 月

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

様式７号 
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様式８号 
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様式９号 
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Ⅳ 研 究 科 規 則 等

Ⅳ

研
究
科
規
則
等
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Ⅴ 授 業 の 概 要 に つ い て

Ⅴ

授
業
の
概
要
に
つ
い
て





 

 

 

 

 

 

 

［ 工 学 研 究 科 博 士 課 程 前 期 課 程 ］ 

１ 工学研究科前期課程の教育理念 
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２ 修学上の一般的事項 
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○ 取り消した科目は，「履修科目一覧表」や「学業成績表」で確認でき，ＧＰＡ計算式に入りま

せん。 

○ 履修取消期間中に取り消さなかった科目は，成績評価の対象となります。取り消さずに途中で

履修を中止した場合，成績評価は「不可」（不合格）となり，ＧＰＡ計算式に入りますので，注

意してください。 

○ 取り消した科目も「履修登録単位の上限（ＣＡＰ制）」(＊)の単位数に入ります。 

・ 履修登録前までに，各授業科目のシラバスで授業内容を必ず確認し，年間の履修計画をしっ

かりと立てた上で，履修登録と履修取消を行ってください。 

（＊「履修登録単位の上限（ＣＡＰ制）」とは，年間又は学期毎に履修登録できる単位数の上

限のことです。上限の単位数については，所属学部・研究科毎にお知らせします。） 

○ 取り消した科目は，履修取消期間終了後，その学期中に再び受講（履修）することはできませ

ん。 

○ 通年開講科目は，前期でも後期でも取消が可能ですが，前期に取り消した場合，後期に再び履

修登録することはできません。 

※ 修学上の理由から，「履修取消ができない科目」と「履修取消期間中に取消ができない科

目」があります。詳細については，所属学部・研究科毎にお知らせします。 

 

（4） ＧＰＡの通知について 

○ 学期毎に成績評価と「ＧＰＡ」が通知されます。併せて「科目ＧＰ(単位数×ＧＰ)」と「ＧＰ

Ａ（学期）」も通知されます。 

○ 通知されたＧＰＡにより，学期毎及び在学中の成績評価の平均値を確認し，学習成果の指標と

することができます。 

・成績評価とＧＰＡは，学生自ら「うりぼーネット」（Ｗｅｂ）で確認できます。 

   例えば，下記の成績照会画面（例）では，ＧＰＡは「2.58」です。2013年度前期のＧＰＡは

「2.50」でしたが，2013年度後期のＧＰＡは「2.67」でしたので，後期の成績評価（平均）

が，前期の成績評価（平均）より上昇したことがわかります。 

 

（5） 成績照会画面（例）：「うりぼーネット」（Ｗｅｂ）単位修得状況照会 

 

 
   

 

 

 

※ＧＰＡは小数第３位を四捨五入して表示されます。 

■ＧＰＡ 
ＧＰＡ 科目ＧＰ合計 計算単位数 計算日 

2.58 98 38 2014 年 3 月 15 日 

■ＧＰＡ（学期） 

年度 

前期 後期 

ＧＰＡ 

(学期) 

科目ＧＰ 

合計 
計算単位数 計算日 

ＧＰＡ 

(学期) 

科目ＧＰ

合計 

計算 

単位数 
計算日 

2013 年度 2.50 50 20 2013 年 9 月 15 日 2.67 48 18 2014 年 3 月 15 日 

No 区 分 大区分 中区分 科目名 単位数 修得年度 修得学期 評

語 

科目 

ＧＰ 

合

否

1 全学共通授業科目 教養原論  ○○○○○ 2 2013 前期 優 6.0 合
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10 工学部，工学研究科及びシステム情報学研究科において開講する授業科目の成績評価に対する

申し立てに関する申合せ 

 
平成 25年 12月 6日 工学研究科運営会議 

平成 25年 12月 13日 システム情報学研究科教授会 

決定 

（趣旨） 

１．この申合せは「学生からの成績評価に対する申し立て手続き」についての申合せ（平成２

５年１０月２３日全学教務委員会決定）に基づき，工学部，工学研究科及びシステム情報学研

究科（以下「開講部局」という。）において開講している授業科目の成績評価に対する申し立てに

ついて定める。 

 

（申し立ての理由） 

２．学生は受講した授業科目の成績評価について，当該授業科目の成績評価基準等に照らして疑義

がある場合は，開講部局の長に申し立てを行い，授業担当教員に説明を求めることができるものと

する。 

 

（申し立ての手続き） 

３．成績評価に対する申し立ては，成績発表後原則として３週間以内に行うこととし，申し立てを

行う授業科目名，担当教員名，申し立ての内容及びその理由等を所定の様式により，工学研究科教

務学生係に提出することとする。 

 

（申し立てへの対応） 

４．申し立てを受けた授業科目の担当教員は，申し立てた学生に対し成績評価について速やかに工

学研究科教務学生係を通じ，回答を行うものとする。 

 また，その結果については，授業担当教員等が書面により開講部局の長に報告することとする。 
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３ 教育の目指すもの及び教育課程 

     ◎ 各専攻共通授業科目の概要等 
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コース名 専攻名，研究科名 授 業 科 目 

生活生命工学 建築学専攻 生活環境計画特論 

 市民工学専攻 都市環境マネジメント 

 機械工学専攻 生体流体工学 

 応用化学専攻 分子生物工学 

  生物反応工学 

  生物化学工学特論 

  生物分離工学 

  植物代謝工学 

 システム情報学研究科 バイオメカニクス論 

防災安全工学 建築学専攻 地域安全計画特論 

  避難計画特論 

  防災構造工学特論 

 市民工学専攻 地盤防災学特論Ⅰ 

  地震工学特論Ⅱ 

  沿岸の環境と防災 

 電気電子工学専攻 通信システム特論 

 機械工学専攻 信頼性工学 

 応用化学専攻 プロセスシステム工学 

 システム情報学研究科 システム計画学特論 

  情報システム設計論 

 各コース内の他専攻開講科目のうち，４単位以上を修得した者について，マルチメジャーコース

の修了認定を行う。 
 なお，その修得単位は，前期課程の修了要件には算入しない。 
 
 

【自然科学系プログラム教育コース（プログラムコース）】 

 プログラムコースは学生の希望により履修するもので，それぞれのコースに応じて指定する自研

究科と他研究科の科目群からなり，自研究科の前期課程修了要件に加えて，他研究科の科目４単位

を含めて６単位を修得しなければならない。なお，プログラムコースの修得単位数が６単位に満た

ない者が当該プログラムコースで修得した他研究科の単位は，自研究科規則に基づいて修了要件の

単位に算入することができる。 
 

コース名 担当研究科 専  攻 授 業 科 目 担当教員 

計算ロボティクス 工 学 研 究 科 機 械 工 学 専 攻 アドバンスト制御システム論 横小路 

（工・シ連携） 〃 〃 多変数制御論 深尾 

 システム情報学研究科 計 算 科 学 専 攻 計算ロボティクス論 羅 

 〃 〃 バイオメカニクス論 未定 

バイオリファイナリー 工 学 研 究 科 応 用 化 学 専 攻 生物反応工学 山地 

（工・農連携） 〃 〃 生物化学工学特論 荻野 

  〃 〃 分子生物工学 近藤 

  農 学 研 究 科 生命機能科学専攻 植物分子生物学 山形 

  〃 〃 植物感染分子生物学 中屋敷 

  〃 〃 環境分子制御科学 今石 

減 災 戦 略 工 学 研 究 科 建 築 学 専 攻 避難計画特論 北後 

（工・海事連携） 〃 市 民 工 学 専 攻 地震工学特論Ⅱ 鍬田 

  海 事 科 学 研 究 科 海 事 科 学 専 攻 海事安全管理論 広野 

  〃 〃 海事技術評価論 小林 

  〃 〃 災害危機管理論 石田（憲） 
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１  建 築 学 専 攻 

 





-125-



 

 

(2) 構成と教育組織 
 

講座名 教育研究分野 
教 授 

（室番） 

准教授 

（室番） 

助 教 

（室番） 

助 手 

（室番） 

技術職員 

（室番） 

事務職員 

（室番） 

空間デザイン 

建築・都市デザイン 
遠藤 秀平 

（N３―８１２） 

槻橋 修 

（N３―８１５） 
 

 

 

高麗 憲志 

（A―G０２） 

 

金尾 優 

（環境防災実験室） 

 

石井 悦子 

（Ｎ３―５１３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

橘 美保 

（１Ｅ―１０１） 

 

青田 恵美 

（１Ｅ―１０１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住宅・コミュニティ 

デザイン 

  
浅井 保 

（１Ｅ―３０１） 
 

三輪 康一 

（１Ｅ―３０３） 
 

栗山 尚子 

（１Ｅ―３０4） 
 

構造デザイン 
多賀 謙蔵 

（N３－７１６） 
 

岸田 明子 

（N３－７２５） 

 

 

建築マネージメント 

 
大谷 恭弘 

（１Ｅ―２０５） 
 

 

 

 
藤永 隆 

（１Ｅ－２０８） 
  

建築計画・建築史 

建築史・歴史環境論 
黒田 龍二 

（１Ｅ―３０７） 
 

中江 研 

（１Ｅ―３０５） 

 

 

地域・住宅計画 
山崎 寿一 

（Ｎ３―８１０） 

近藤 民代 

（１Ｅ－３０９） 

山口 秀文 

（Ｎ３－８１８） 

 

 

建築・都市安全計画 
北後 明彦 

（都Ｒ－１０８） 

大西 一嘉 

（１Ｅ―３０８） 
 

 

 

構造工学 

構造性能工学 

孫 玉平 

（１Ｅ―２０６） 
 

竹内 崇 

（１Ｅ－Ｇ０７） 
 

田中 剛 

（Ｎ３―７１７） 

難波 尚 

（Ｎ３―７１９） 

浅田 勇人 

（Ｎ３-７２７） 
 

構造制御工学 
藤谷 秀雄 

（１Ｅ－２０４） 

向井 洋一 

（１Ｅ－２０７） 

伊藤 麻衣 

（１Ｅ－Ｇ０６） 
 

構造システム工学 
谷 明勲 

（Ｎ３―７２０） 

山邊 友一郎 

（Ｎ３―７２４） 
  

環境工学 

音・光環境計画 

阪上 公博 

（Ｎ３―５０４） 

佐藤 逸人 

（心理実験室） 

 

 

 

 

 
鈴木 広隆 

（１E―３０２） 
  

熱・空気環境計画 
松下 敬幸 

（１Ｅ―２０２） 

高田 暁 

（１Ｅ―２０３） 
 

 

 

都市環境・設備計画  
竹林 英樹 

（Ｎ３―５０１） 

 

 

 

 

１Ｅ：建設棟，Ｎ３：自然科学総合研究棟，都Ｒ：都市安全研究センター研究棟，Ａ：建築スタジオ棟 
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(3) 授業科目開講予定一覧 
 

（各専攻共通） 

授業科目 単位数 
必修・ 

選択の別 

授業時間数 

担当教員 備  考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

先端融合科学特論Ⅰ－１ ２ 選択必修      ２単位 

選択必修 

（※ただし，健
康・福祉・医療
工学コースは含
まない。） 

先端融合科学特論Ⅰ－２ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－３ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－４ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－５ ２ 〃      

応 用 数 学 特 論 Ⅰ ２ 選  択     未  定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅱ ２ 〃     未  定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅲ ２ 〃     未  定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅳ ２ 〃     赤 木 剛 朗 共 通 

知 的 財 産 の 基 礎 ２ 〃     村松英一ほか 共 通 

 

 

（建築学専攻) 

授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

Ｘ線・粒子線応用工学 ２ 選 択 30    藤 居 義 和  

日 本 建 築 史 特 論 ２ 〃  30   黒 田 龍 二  

西洋建築・都市史特論 ２ 〃 30    未    定  

建築環境造形特論 ２ 〃  30   槻 橋  修  

地域安全計画特論 ２ 〃  30   大 西 一 嘉  

都市計画構成特論 ２ 〃 30    三 輪 康 一  

都市景観形成特論 ２ 〃   30  三 輪 康 一  

生活環境計画特論 ２ 〃  30   山 崎 寿 一  

環境デザイン特論 ２ 〃  30   遠 藤 秀 平  

住 環 境 再 生 特 論 ２ 〃 30    近 藤 民 代  

地域環境計画特論 ２ 〃   30  山崎寿一・近藤民代  

避 難 計 画 特 論 ２ 〃 30    北 後 明 彦  

線 構 造 力 学 ２ 〃 30    難   波        尚  

鋼 架 構 論 ２ 〃  30   多  賀   謙   蔵  

固 体 計 算 力 学 Ⅰ ２ 〃 30    大谷恭弘・飯塚 敦*・芥川真一*  

固 体 計 算 力 学 Ⅱ ２ 〃 30    飯塚 敦*・芥川真一*・大谷恭弘  

固 体 計 算 力 学 Ⅲ ２ 〃  30   芥川真一*・大谷恭弘・飯塚 敦*  

空 間 構 成 論 ２ 〃  30   田 中  剛  

構 造 解 析 学 ２ 〃   30  藤 永  隆  

建 築 構 造 計 画 論 ２ 〃  30   山  邊   友 一 郎   

建築構造システム論 ２ 〃 30    谷  明 勲  
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授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

防 振 耐 震 工 学 ２ 選 択   30  藤 谷 秀 雄  

建 築 動 力 学 ２ 〃  30   向 井 洋 一  

防災構造工学特論 ２ 〃  30   孫  玉 平  

都市環境システム ２ 〃 30    竹 林 英 樹  

音 環 境 評 価 論 ２ 〃  30   佐 藤 逸 人  

音 環 境 解 析 論 ２ 〃 30    阪  上  公  博  

環 境 設 備 計 画 ２ 〃 30    鈴 木 広 隆  

建 築 熱 環 境 工 学 ２ 〃 30    松 下 敬 幸  

建築環境システム ２ 〃 30    高 田  暁  

設 計 演 習 特 論 ４ 〃 120    計 画 系 教 員  

建築ゼミナールⅠ ２ 〃 30    計画・環境系教員  

建築ゼミナールⅡ ２ 〃  30   計画・環境系教員  

建築ゼミナールⅢ ２ 〃   30  計 画 系 教 員  

建築ゼミナールⅣ ２ 〃    30 計 画 系 教 員  

建築環境ゼミナール ２ 〃   30  環 境 系 教 員  

特 別 演 習 ３ 必 修 30 30 15 15 各  教  員  

◎ 特 別 演 習 ３ 〃 45 45   各  教  員  

特 定 研 究 ８ 〃 30 30 30 30 各  教  員  

◎ 特 定 研 究 ８ 〃 60 60   各  教  員  

（研究指導）         

建築構造設計演習※ １ その他  30   構 造 系 教 員  

建築構造ゼミナール※ ２ 〃   15 15 構 造 系 教 員  

インターンシップⅠ※ 

4単位を上

限にその都

度定める 

〃     学外・計画・構造系教員  

インターンシップⅡ※ 

10単位を上

限にその都

度定める 

〃     学外・計画系教員  

インターンシップⅢ※ 

4単位を上

限にその都

度定める 

〃     

芦澤竜一 (非 )， 

岩田章吾 (非 )， 

計 画 系 教 員 

 

（注）１ ＊は市民工学専攻教員 
２ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 
３ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で
ある。 

 

【修了要件】 
 必  修：11単位 

 選択必修：２単位以上 

      先端融合科学特論Ⅰより修得すること。 

 選  択：17単位以上 

      自専攻選択科目より修得すること。 

     （注）応用数学特論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎は，自専攻選択科目に含まれる。 

      ※印の科目は，修了要件には含まない。 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

 合計30単位以上 
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（建築学専攻健康・福祉・医療工学コース） 

授業科目 
単位

数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

健康増進科学特論Ⅰ ２ 選択必修 30    中 村 晴 信 Ａ（人間発達環境学研究科開講）  

バイオメディカルサイエンスＡ  ２ 〃 30    片 岡  徹 Ａ（医学研究科開講） 

バイオメディカルサイエンスＢ  ２ 〃 30    的 崎  尚 Ａ（医学研究科開講） 

社 会 医 学 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

生 命 倫 理 ・ 安 全 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

医療保健福祉特講Ｉ ２ 〃  30   未 定 Ａ（保健学研究科開講） 

バイオメカニクス論 ２ 〃  30   未 定 
Ａ（システム情報

学研究科開講） 

地域安全計画特論 ２ 〃  30   大 西 一 嘉 Ｂ（建築学専攻開講） 

住 環 境 再 生 特 論 ２ 〃 30    近 藤 民 代 Ｂ（建築学専攻開講） 

都市環境マネジメント ２ 〃 30    織 田 澤 利 守 Ｂ（市民工学専攻開講） 

地 震 工 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   鍬 田 泰 子 Ｂ（市民工学専攻開講） 

ソフトウェア構成特論 ２ 〃 30    塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

計算機システム特論 ２ 〃   30  塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

画 像 処 理 特 論 ２ 〃 30    黒 木 修 隆 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

生 体 流 体 工 学 ２ 〃   30     山 根 隆 志 Ｂ（機械工学専攻開講） 

結 晶 物 理 工 学 ２ 〃   30     向 井 敏 司 Ｂ（機械工学専攻開講） 

高分子構造・物性論 ２ 〃 30    西 野  孝 Ｂ（応用化学専攻開講） 

機 能 性 材 料 論 ２ 〃 30    大 谷  亨 Ｂ（応用化学専攻開講） 

プロセスシステム工学特論  ２ 〃  30   丸 山 達 生 Ｂ（応用化学専攻開講） 

生 物 反 応 工 学 ２ 〃 30    山 地 秀 樹 Ｂ（応用化学専攻開講） 

Ｘ線・粒子線応用工学 ２ 選 択 30    藤 居 義 和  

日 本 建 築 史 特 論 ２ 〃  30   黒 田 龍 二  

西洋建築・都市史特論 ２ 〃 30    未 定  

建築環境造形特論 ２ 〃  30   槻 橋  修  

都市計画構成特論 ２ 〃 30    三 輪 康 一  

都市景観形成特論 ２ 〃   30  三 輪 康 一    

生活環境計画特論 ２ 〃  30   山 崎 寿 一  

環境デザイン特論 ２ 〃  30   遠 藤 秀 平  

地域環境計画特論 ２ 〃   30  山崎寿一・近藤民代  

避 難 計 画 特 論 ２ 〃 30    北 後 明 彦  

線 構 造 力 学 ２ 〃 30    難 波  尚  

鋼 架 構 論 ２ 〃  30   多  賀  謙  蔵  

固 体 計 算 力 学 Ⅰ ２ 〃 30    大谷恭弘・飯塚 敦*・芥川真一*  

固 体 計 算 力 学 Ⅱ ２ 〃 30    飯塚 敦*・芥川真一*・大谷恭弘  

固 体 計 算 力 学 Ⅲ ２ 〃  30   芥川真一*・大谷恭弘・飯塚 敦*  

空 間 構 成 論 ２ 〃  30   田 中  剛  

構 造 解 析 学 ２ 〃   30  藤 永  隆  

建 築 構 造 計 画 論 ２ 〃  30   山 邊 友 一 郎   

建築構造システム論 ２ 〃 30    谷  明 勲  

防 振 耐 震 工 学 ２ 〃   30  藤 谷 秀 雄  

建 築 動 力 学 ２ 〃  30   向 井 洋 一  

防災構造工学特論 ２ 〃  30   孫  玉 平  

都市環境システム ２ 〃 30    竹 林 英 樹  

音 環 境 評 価 論 ２ 〃  30   佐 藤 逸 人  
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授業科目 
単位

数 

 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

音 環 境 解 析 論 ２ 選 択 30    阪 上 公 博  

環 境 設 備 計 画 ２ 〃 30    鈴 木 広 隆  

建 築 熱 環 境 工 学 ２ 〃 30    松 下 敬 幸  

建築環境システム ２ 〃 30    高 田  暁  

設 計 演 習 特 論 ４ 〃 120    計 画 系 教 員  

建築ゼミナールⅠ ２ 〃 30    計画・環境系教員  

建築ゼミナールⅡ ２ 〃  30   計画・環境系教員  

建築ゼミナールⅢ ２ 〃   30  計 画 系 教 員  

建築ゼミナールⅣ ２ 〃    30 計 画 系 教 員  

建築環境ゼミナール ２ 〃   30  環 境 系 教 員  

特 別 演 習 ３ 必 修 30 30 15 15 各  教  員  

◎ 特 別 演 習 ３ 〃 45 45   各  教  員  

特 定 研 究 ８ 〃 30 30 30 30 各  教  員  

◎ 特 定 研 究 ８ 〃 60 60   各  教  員  

（研究指導）         

建築構造設計演習※ １ その他  30   構 造 系 教 員  

建築構造ゼミナール※  ２ 〃   15 15 構 造 系 教 員  

インターンシップⅠ※  

4単位

を上限

にその

都度定

める 

〃     学外・計画・構造系教員  

インターンシップⅡ※  

10単位

を上限

にその

都度定

める 

〃     学外・計画系教員  

インターンシップⅢ※  

4単位

を上限

にその

都度定

める 

〃     

芦澤 竜一（非）， 

岩田 章吾（非）， 

計 画 系 教 員 

 

（注）１ ＊は市民工学専攻教員 
２ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 
３ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で
ある。 

 

【修了要件】 
 必  修：11単位 

 選択必修：６単位以上 

      （Ａグループから２単位以上、Ｂグループから４単位以上） 

 選  択：13単位以上 

      応用数学特論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 

      ※の科目は，修了要件に含まない。 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

 合計30単位以上 
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２  市 民 工 学 専 攻 
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(2) 構成と教育組織 

 

講座名 教育研究分野 
教 授 
（室番） 

准教授 
（室番） 

助 教 
（室番） 

技術職員， 
事務職員等 
（室番） 

人間安全工学 

構造安全工学 
川谷 充郎 

（１Ｗ―３０７） 

三木 朋広 

（１Ｗ－１１１） 

 

 

Tara Nidhi Lohani 

(Ｒ１０２－１) 

地盤安全工学 
澁谷  啓 

（１Ｗ―２０７） 
   

交通システム工学 

喜多 秀行 

（１Ｗ―３０６） 

井料 隆雅 

（自３―８１４） 

 
四辻 裕文 

（１Ｗ―３０４） 

中西 智美 

（１W−１０６） 

地盤防災工学  
吉田 信之＊） 

（Ｒ２０３） 

片岡 沙都紀 

（１W−１０５） 

前田 浩之 

（１Ｗ―２０４） 

地震減災工学 
長尾 毅＊） 

(Ｒ２０６) 

鍬田 泰子 

（１Ｗ―１０９） 

 

 

近藤 克大 

（１Ｗ―１０６） 

流域防災工学 
藤田 一郎 

（１Ｗ―３０９） 

小林 健一郎＊） 

（Ｒ２０４） 
 

 

中西 由彌子 

（１Ｗ―１０４） 

環境共生工学 

環境流体工学  
内山 雄介 

（１Ｗ―３０８） 

斎藤 雅彦 

（１Ｗ―１０７） 

川島 悠子 

（１Ｗ―３０２） 

水圏環境工学 未    定   
柳岡 智子 

（１Ｗ―２０４） 

地圏環境工学 
大石 哲＊） 

（Ｒ２０２） 

加藤 正司 

（１Ｗ―２０６） 
  

広域環境工学 
飯塚  敦＊） 

（自４―２０３） 

河井 克之＊） 

（自４―２０１） 
 

山崎  操＊） 

（Ｒ１０１） 

都市保全工学 

森川 英典 

（１Ｗ―１０８） 

芥川 真一 

(１Ｗ－１１０) 

 
 

 
 

都市経営工学 
小池 淳司 

（自３－８１１） 

織田澤 利守 

（１Ｗ―３０５） 
 

西野 典子＊） 

（自４―２０４） 

 

＊）都市安全研究センター所属 
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 (3) 授業科目開講予定一覧 
 

（各専攻共通） 

授 業 科 目 単位数 
必修・ 

選択の別 

授業時間数 

担当教員 備  考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

先端融合科学特論Ⅰ－１ ２ 選択必修      ２単位 

選択必修 

（※ただし，健
康・福祉・医療
工学コースは含
まない。） 

先端融合科学特論Ⅰ－２ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－３ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－４ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－５ ２ 〃      

応 用 数 学 特 論 Ⅰ ２ 選  択     未  定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅱ ２ 〃     未  定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅲ ２ 〃     未  定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅳ ２ 〃     赤 木 剛 朗 共 通 

知 的 財 産 の 基 礎 ２ 〃     村松英一ほか 共 通 

 

 

（市民工学専攻） 

授 業 科 目 単位数 
必修・ 

選択の別 

授業時間数 

担当教員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

X線・粒子線応用工学 ２ 選 択 30    藤 居 義 和  

交通システム工学特論 ２ 〃  30   井 料 隆 雅  

意 思 決 定 論 ２ 〃  30   喜 多 秀 行  

地 域 シ ス テ ム 論 ２ 〃  30   小 池 淳 司  

社 会 統 計 学 ２ 〃 30    
小池淳司・井料隆雅 
織田澤利守 

 

固 体 計 算 力 学 Ⅰ ２ 〃 30    
飯塚 敦・芥川真一・
大谷恭弘  

固 体 計 算 力 学 Ⅱ ２ 〃 30    
飯塚 敦・芥川真一・
大谷恭弘  

固 体 計 算 力 学 Ⅲ ２ 〃  30   
飯塚 敦・芥川真一・
大谷恭弘  

岩 盤 工 学 特 論 ２ 〃 30    芥 川 真 一  

地 震 工 学 特 論 Ⅰ ２ 〃 30    未   定  

地 震 工 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   鍬 田 泰 子  

橋 工 学 特 論 ２ 〃 30    川 谷 充 郎  

コンクリート工学特論 ２ 〃 30    森 川 英 典  

コンクリート構造工学特論 ２ 〃  30   三 木 朋 広  

土 質 力 学 特 論 Ⅰ ２ 〃 30    澁 谷  啓  

土 質 力 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   加 藤 正 司  

地盤基礎工学特論 ２ 〃  30   飯 塚  敦  
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授 業 科 目 単位数 
必修・ 

選択の別 

授業時間数 

担当教員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

都市環境マネジメント ２ 選 択 30    織 田 澤 利 守  

陸 水 域 の 環 境 ２ 〃 30    未    定  

流 域 シ ス テ ム ２ 〃  30   大 石  哲  

水 工 学 特 論 ２ 〃  30   藤 田 一 郎  

沿岸の環境と防災 ２ 〃  30   内 山 雄 介  

地 盤 環 境 学 特 論 ２ 〃 30    
吉 田 信 之 ・ 
齋 藤 雅 彦 

 

地盤防災学特論Ⅰ ２ 〃 30    未    定  

地盤防災学特論Ⅱ ２ 〃  30   吉 田 信 之  

地 盤 材 料 学 特 論 ２ 〃 30    河 井 克 之  

土 木 技 術 英 語 ２ 〃  30   
芥川真一・澁谷 啓・
吉田信之・喜多秀行・
小林健一郎  

特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃  30   未    定  

特 別 講 義 Ⅱ ２ 〃 30    未    定  

特 別 講 義 Ⅲ ２ 〃  30   未    定  

特 別 講 義 Ⅳ ２ 〃  30   未    定  

特 別 講 義 Ⅴ ２ 〃 30    未    定  

特 別 講 義 Ⅵ ２ 〃 30    小 林 健 一 郎  

特 別 講 義 Ⅶ １ 〃 15    未    定  

特 別 講 義 Ⅷ １ 〃   15  未    定  

特 別 演 習 ３ 必 修 30 30 15 15 各 教 員  

◎ 特 別 演 習  ３ 〃 45 45   各 教 員  

特 定 研 究  ８ 〃 30 30 30 30 各 教 員  

◎ 特 定 研 究  ８ 〃 60 60   各 教 員  

（研究指導）         

（注）１ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 
   ２ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 

 
 
 
 
 

【修了要件】 

 必  修：11単位 

 選択必修：２単位以上 

      先端融合科学特論Ⅰより修得すること。 

 選  択：17単位以上 

      自専攻選択科目より修得すること。 

     （注）応用数学特論Ⅰ～Ⅳは，自専攻選択科目に含まれる。 

        なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

 合計30単位以上 
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（市民工学専攻健康・福祉・医療工学コース） 

授業科目 単位数 
 必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

健康増進科学特論Ⅰ ２ 選択必修 30    中 村 晴 信 Ａ（人間発達環境学研究科開講）  

バイオメディカルサイエンスＡ ２ 〃 30    片 岡  徹 Ａ（医学研究科開講） 

バイオメディカルサイエンスＢ ２ 〃 30    的 崎  尚 Ａ（医学研究科開講） 

社 会 医 学 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

生 命 倫 理 ・ 安 全 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

医療保健福祉特講Ｉ ２ 〃  30   未 定 Ａ（保健学研究科開講） 

バイオメカニクス論 ２ 〃  30   未 定 
Ａ（システム情報 

学研究科開講） 

地域安全計画特論 ２ 〃  30   大 西 一 嘉 Ｂ（建築学専攻開講） 

住 環 境 再 生 特 論 ２ 〃 30    近 藤 民 代 Ｂ（建築学専攻開講） 

都市環境マネジメント ２ 〃 30    織 田 澤 利 守 Ｂ（市民工学専攻開講） 

地 震 工 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   鍬 田 泰 子 Ｂ（市民工学専攻開講） 

ソフトウェア構成特論 ２ 〃 30    塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

計算機システム特論 ２ 〃   30  塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

画 像 処 理 特 論 ２ 〃 30    黒 木 修 隆 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

生 体 流 体 工 学 ２ 〃   30     山 根 隆 志 Ｂ（機械工学専攻開講） 

結 晶 物 理 工 学 ２ 〃   30     向 井 敏 司 Ｂ（機械工学専攻開講） 

高分子構造・物性論 ２ 〃 30    西 野  孝 Ｂ（応用化学専攻開講） 

機 能 性 材 料 論 ２ 〃 30    大 谷  亨 Ｂ（応用化学専攻開講） 

プロセスシステム工学特論 ２ 〃  30   丸 山 達 生 Ｂ（応用化学専攻開講） 

生 物 反 応 工 学 ２ 〃 30    山 地 秀 樹 Ｂ（応用化学専攻開講） 

Ｘ線・粒子線応用工学 ２ 選 択 30    藤 居 義 和  

交通システム工学特論 ２ 〃  30   井 料 隆 雅  

意 思 決 定 論 ２ 〃  30   喜 多 秀 行  

地 域 シ ス テ ム 論 ２ 〃  30   小 池 淳 司  

社 会 統 計 学  ２ 〃 30    
小 池 淳 司 ・ 井 料 隆 雅   
織田澤利守 

 

固 体 計 算 力 学 Ⅰ ２ 〃 30    
飯塚敦・芥川真一・
大谷恭弘 

 

固 体 計 算 力 学 Ⅱ ２ 〃 30    
飯塚敦・芥川真一・
大谷恭弘 

 

固 体 計 算 力 学 Ⅲ ２ 〃  30   
飯塚敦・芥川真一・
大谷恭弘 

 

岩 盤 工 学 特 論 ２ 〃 30    芥 川 真 一  

地 震 工 学 特 論 Ⅰ ２ 〃 30    未 定  

橋 工 学 特 論 ２ 〃 30    川 谷 充 郎  

コンクリート工学特論 ２ 〃 30    森 川 英 典  

コンクリート構造工学特論 ２ 〃  30   三 木 朋 広  

土 質 力 学 特 論 Ⅰ ２ 〃 30    澁 谷  啓  

土 質 力 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   加 藤 正 司  

地盤基礎工学特論 ２ 〃  30   飯 塚  敦  

陸 水 域 の 環 境 ２ 〃 30    未 定  

流 域 シ ス テ ム ２ 〃  30   大 石  哲  

水 工 学 特 論 ２ 〃  30   藤 田 一 郎  

沿岸の環境と防災 ２ 〃  30   内 山  雄 介  
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授業科目 単位数 
 必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

地 盤 環 境 学 特 論 ２ 選 択 30 
 

  
吉田 信之・ 
齋藤 雅彦 

 

地盤防災学特論Ⅰ ２ 〃 30    未 定  

地盤防災学特論Ⅱ ２ 〃  30   吉 田 信 之  

地 盤 材 料 学 特 論 ２ 〃 30    河 井 克 之  

土 木 技 術 英 語 ２ 〃  30   
芥川真一・澁谷啓 
・吉田信之・喜多秀行 
・小林健一郎 

 

特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃  30   未 定  

特 別 講 義 Ⅱ ２ 〃 30    未    定  

特 別 講 義 Ⅲ ２ 〃  30   未    定  

特 別 講 義 Ⅳ ２ 〃  30   未    定  

特 別 講 義 Ⅴ ２ 〃 30    未    定  

特 別 講 義 Ⅵ ２ 〃 30    小 林 健 一 郎  

特 別 講 義 Ⅶ １ 〃 15    未    定  

特 別 講 義 Ⅷ １ 〃   15  未    定  

特 別 演 習 ３ 必修 30 30 15 15 各 教 員  

◎ 特 別 演 習 ３ 〃 45 45   各 教 員  

特 定 研 究 ８ 〃 30 30 30 30 各 教 員  

◎ 特 定 研 究 ８ 〃 60 60   各 教 員  

（研究指導）           

（注）１ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 
   ２ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目であ

る。 
 

 

【修了要件】 

必  修：11単位 

選択必修：６単位以上 

     （Ａグループから２単位以上，Ｂグループから４単位以上） 

 選  択：13単位以上 

     応用数学持論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 

なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

 合計 30単位以上 
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３  電 気 電 子 工 学 専 攻 
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(2) 構成と教育組織 

 

講座名 教育研究分野 
教 授 
（室番） 

准教授 
（室番） 

助 教 
（室番） 

技術職員，事務職員等 
（室番） 

電子物理 

メゾスコピック材料学 
藤井  稔 

（自３－２０２） 

今北 健二 

（自３－２０８） 

青木 画奈 

（自３－２０1） 

伊地知武吉 

（３Ｅ－４０４） 

北山 良和 

（３Ｅ－４０４） 

山中 和彦 

（３Ｅ－４０４） 

松本 香 

（３Ｅ－４０４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

馬場 安希 

（２Ｅ－３０２） 

好本 恵子 

（２Ｅ－３０２） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

加納 伸也 

（自３－２０1） 

フォトニック材料学 
喜多 隆 

（Ｂ－２０６） 

小島  磨 

（Ｂ－２０１） 

原田 幸弘 

（Ｂ－１０５） 

海津 利之 1) 

（Ｂ－１０５） 

量子機能工学  

森脇 和幸 

（Ｂ－３０１） 
 

北村 雅季 

（Ｂ－２０４） 

ナノ構造エレクトロニクス  
小川 真人 

（Ｂ－３０５） 

土屋 英昭 

（Ｂ－２０２） 笹岡 健二 

（Ｂ－２０８） 相馬 聡文 

（Ｂ－３０６） 

電磁エネルギー物理学  

八坂 保能 

（Ｂ－３０４） 
 

米森 秀登 

（２Ｅ－１１１） 

竹野 裕正 

（Ｂ－２０３） 

中本  聡＊ 

（２Ｅ－１１１） 

電子情報 

集積回路情報 
沼  昌宏 

（Ｂ－４０６） 

黒木 修隆 

（Ｂ－４０５） 
 

 

 
廣瀬 哲也 

（Ｂ－４０３） 

計算機工学 
塚本 昌彦 

（Ｂ－２０５） 

寺田  努 

（Ｂ－４０１） 
 

通信情報 
森井 昌克 

（Ｂ－３０３） 

白石 善明 

（Ｂ－３０２） 

栗林  稔 

（２Ｅ－３０７） 

アルゴリズム 
増田 澄男 

（Ｂ－４０２） 

山口 一章 

（Ｂ－４０４） 

斎藤 寿樹  

（Ｂ－３０８） 

知的学習論 
小澤 誠一 

（自３－３０２） 

大森 敏明  

（自３－３０３） 
 

  自３：自然科学総合研究棟３号館（西），自４：自然科学総合研究棟４号館，*助手 

１）研究基盤センター専任 
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 (3)  授業科目開講予定一覧 
(各専攻共通) 

授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授業時間数 

担当教員 備  考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

先端融合科学特論Ⅰ－１ ２ 選択必修      ２単位 

選択必修 

（※ただし，健
康・福祉・医療
工学コースは含
まない。） 

先端融合科学特論Ⅰ－２ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－３ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－４ ２ 〃      

先端融合科学特論Ⅰ－５ ２ 〃      

応 用 数 学 特 論 Ⅰ ２ 選  択     未   定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅱ ２ 〃     未   定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅲ ２ 〃     未   定 共 通 

応 用 数 学 特 論 Ⅳ ２ 〃     赤 木 剛 朗 共 通 

知 的 財 産 の 基 礎 ２ 〃     村松英一ほか 共 通 

 

 

（電気電子工学専攻） 

授業科目 単位数 
必 修 ・ 

選択の別 

授業時間数 

担当教員 
開講 

年度 
備考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

X 線・粒子線応用工学 ２ 選 択 30    藤 居 義 和 毎年 PB 

量 子 力 学 特 論 ２ 〃 30    相 馬 聡 文 毎年 PA 

光 電 磁 波 論 特 論 ２ 〃 30    未   定 毎年 PA 

量 子 光 学 ２ 〃 30    藤 井  稔 毎年 PB 

光 通 信 デ バ イ ス ２ 〃 30    森 脇 和 幸 毎年 PB 

固 体 物 性 特 論 Ⅰ ２ 〃 30    小 川 真 人 毎年 PA 

固 体 物 性 特 論 Ⅱ ２ 〃 30    喜 多  隆 毎年 PA 

真 空 工 学 特 論 ２ 〃 30    北 村 雅 季 毎年 PA 

磁 性 特 論 ２ 〃  30   未   定 毎年 PB 

フォトニクスデバイス工学 ２ 〃  30   小 島  磨 毎年 PB 

電 子 物 性 工 学 ２ 〃  30   今 北 健 二 毎年 PB 

メゾスコピック電子材料 ２ 〃  30   未 定 毎年 PB 

光 デ バ イ ス 工 学 特 論 ２ 〃  30   土 屋 英 昭 毎年 PB 

量 子 電 子 工 学 特 論 ２ 〃   30  未   定 毎年 PB 

電 力 工 学 特 論 ２ 〃 30    竹 野 裕 正 毎年 PB 

放電プラズマ工学特論 ２ 〃  30   八 坂 保 能 偶数 PB 

エ ネ ル ギ ー 変 換 特 論 ２ 〃    30 八 坂 保 能 奇数 PB 

集積回路設計工学特論 ２ 〃 30    沼  昌 宏 毎年 S 

集積回路システム特論 ２ 〃  30   廣 瀬 哲 也 毎年 S 

論 理 シ ス テ ム 特 論 ２ 〃  30   寺 田  努 偶数 S 

ソフトウェア構成特論 ２ 〃   30  塚 本 昌 彦 奇数 S 

計 算 機 シ ス テ ム 特 論 ２ 〃 30    塚 本 昌 彦 偶数 S 

通 信 シ ス テ ム 特 論 ２ 〃 30    白 石 善 明 毎年 S 

通 信 情 報 特 論 ２ 〃  30   森 井 昌 克 偶数 S 
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授業科目 単位数 
必 修 ・ 

選択の別 

授業時間数 

担当教員 
開講 

年度 
備考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

画 像 処 理 特 論 ２ 選 択 30    黒 木 修 隆 毎年 S 

計 算 量 理 論 ２ 〃  30   山 口 一 章 毎年 S 

デ ー タ 構 造 論 ２ 〃  30   増 田 澄 男 毎年 S 

情報ネットワーク特論 ２ 〃    30 森 井 昌 克 奇数 S 

シ ス テ ム 工 学 特 論 ２ 〃 30    小 澤 誠 一 偶数 S 

現 代 制 御 工 学 特 論 ２ 〃  30   大 森 敏 明 偶数 S 

最 適 化 理 論 ２ 〃   30  小 澤 誠 一 奇数 S 

特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃 30    
玉 井 伸 三 
田 口 幹 朗 

偶数 S 

特別講義Ⅱ(企業における研

究・開発プロセスの実際 ) 
２ 〃 30   

 
JEITA関西支部(非) 毎年 共通 

特別講義Ⅲ(有機電子・光デバイス) ２ 〃   30  大 森  裕 奇数 PB 

論文の書き方と発表の仕方 １ 〃 30    未   定 毎年 S 

国際会議におけるプレ 
ゼンテーションスキル 

１ 〃 30    未   定 毎年 共通 

電気電子工学ゼミナール ２ 必 修   30  全 教 員 毎年 共通 

◎電気電子工学ゼミナール ２ 〃 30    全 教 員 毎年 共通 

特 定 研 究 ８ 〃 30 30 30 30 各 教 員 毎年 共通 

◎ 特 定 研 究 ８ 〃 60 60   各 教 員 毎年 共通 

（研究指導）          

（注）１ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 

   ２ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 

   ３ 備考欄の共通, PA, PB, Ｓは，それぞれ共通科目，専門科目PA群，専門科目PB群，専門科目

Ｓ群を示す。 
 
【修了要件】 

 必  修：10単位 

 選択必修：２単位以上 

      先端融合科学特論Ⅰより修得すること。 

 選  択：18単位以上 

      自専攻選択科目より修得すること。 

     （注）応用数学特論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎は，自専攻選択科目に含まれる。 

        なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

合計30単位以上 

 

 (電気電子工学専攻 健康・福祉・医療工学コース） 

授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

健康増進科学特論Ⅰ ２ 選択必修 30    中 村 晴 信 Ａ（人間発達環境学研究科開講） 

バイオメディカルサイエンスＡ  ２ 〃 30    片 岡  徹 Ａ（医学研究科開講） 

バイオメディカルサイエンスＢ  ２ 〃 30    的 崎  尚 Ａ（医学研究科開講） 

社 会 医 学 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

生 命 倫 理 ・ 安 全 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

医療保健福祉特講Ｉ ２ 〃  30   未 定 Ａ（保健学研究科開講） 

バイオメカニクス論 ２ 〃  30   未 定 
Ａ（システム情報

学研究科開講） 
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授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

地 域 安 全 計 画 特 論 ２ 選択必修 30 大 西 一 嘉 Ｂ（建築学専攻開講） 

住 環 境 再 生 特 論 ２ 〃 30    近 藤 民 代 Ｂ（建築学専攻開講） 

都 市 環 境 マ ネ ジ メ ン ト ２ 〃 30    織田澤利守 Ｂ（市民工学専攻開講） 

地 震 工 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   鍬 田 泰 子 Ｂ（市民工学専攻開講） 

ソフトウェア構成特論 ２ 〃 30    塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

計算機システム特論 ２ 〃   30  塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

画 像 処 理 特 論 ２ 〃 30    黒 木 修 隆 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

生 体 流 体 工 学 ２ 〃   30     山 根 隆 志 Ｂ（機械工学専攻開講） 

結 晶 物 理 工 学 ２ 〃   30     向 井 敏 司 Ｂ（機械工学専攻開講） 

高分子構造・物性論 ２ 〃 30    西 野  孝 Ｂ（応用化学専攻開講） 

機 能 性 材 料 論 ２ 〃 30    大 谷  亨 Ｂ（応用化学専攻開講） 

プロセスシステム工学特論  ２ 〃  30   丸 山 達 生 Ｂ（応用化学専攻開講） 

生 物 反 応 工 学 ２ 〃 30    山 地 秀 樹 Ｂ（応用化学専攻開講） 

Ｘ線・粒子線応用工学 ２ 選 択 30    藤 居 義 和 毎年 PB 

量 子 力 学 特 論 ２ 〃 30    相 馬 聡 文 毎年 PA 

光 電 磁 波 論 特 論 ２ 〃 30    未 定 毎年 PA 

量 子 光 学 ２ 〃 30    藤 井  稔 毎年 PB 

光 通 信 デ バ イ ス ２ 〃 30    森 脇 和 幸 毎年 PB 

固 体 物 性 特 論 Ⅰ ２ 〃 30    小 川 真 人 毎年 PA 

固 体 物 性 特 論 Ⅱ ２ 〃 30    喜 多  隆 毎年 PA 

真 空 工 学 特 論 ２ 〃 30    北 村 雅 季 毎年 PA 

磁 性 特 論 ２ 〃  30   未 定 毎年 PB 

フォトニクスデバイス工学 ２ 〃  30   小 島  磨 毎年 PB 

電 子 物 性 工 学 ２ 〃  30   今 北 健 二 毎年 PB 

メゾスコピック電子材料  ２ 〃  30   未 定 毎年 PB 

光デバイス工学特論 ２ 〃  30   土屋  英昭 毎年 PB 

量 子 電 子 工 学 特 論 ２ 〃   30  未 定 毎年 PB 

電 力 工 学 特 論 ２ 〃 30    竹 野 裕 正 毎年 PB 

放電プラズマ工学特論 ２ 〃  30   八 坂 保 能 偶数 PB 

エネルギー変換特論 ２ 〃    30 八 坂 保 能 奇数 PB 

集積回路設計工学特論 ２ 〃 30    沼  昌 宏 奇数 S 

集積回路システム特論  ２ 〃  30   廣 瀬 哲 也 毎年 S 

論 理 シ ス テ ム 特 論 ２ 〃  30   寺 田  努 偶数 S 

通 信 シ ス テ ム 特 論 ２ 〃 30    白 石 善 明 毎年 S 

通 信 情 報 特 論 ２ 〃  30   森 井 昌 克 偶数 S 

計 算 量 理 論 ２ 〃  30   山 口 一 章 毎年 S 

デ ー タ 構 造 論 ２ 〃  30   増 田 澄 男 毎年 S 

情報ネットワーク特論 ２ 〃    30 森 井 昌 克 毎年 S 

シ ス テ ム 工 学 特 論 ２ 〃 30    小 澤 誠 一 偶数 S 

現 代 制 御 工 学 特 論 ２ 〃  30   大 森 敏 明 偶数 S 

最 適 化 理 論 ２ 〃   30  小 澤 誠 一 奇数 S 

特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃 30    
玉 井 伸 三  
田 口 幹 朗 

偶数 S 

特別講義Ⅱ(企業における

研究・開発プロセスの実際) 
２ 〃 30   

 
JEITA関西支部(非)  毎年 共通 

特別講義Ⅲ (有機電

子・光デバイス) 
２ 〃   30 

 
大 森  裕 奇数 PB 
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授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

論文の書き方と発表の仕方 １ 選 択 30    未 定 毎年 S 

国際会議におけるプレ

ゼンテーションスキル 
１ 〃 30    未 定 毎年 共通 

電気電子工学ゼミナール  ２ 必修   30  全 教 員 毎年 共通 

◎電気電子工学ゼミナール  ２ 〃 30    全 教 員 毎年 共通 

特 定 研 究 ８ 〃 30 30 30 30 各 教 員 毎年 共通 

◎ 特 定 研 究 ８ 〃 60 60   各 教 員 毎年 共通 

（研究指導）           

（注）１ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 
   ２ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 
   ３ 備考欄の共通，PA，PB，Sは，それぞれ共通科目，専門科目 PA群，専門科目 PB群， 

専門科目 S群を示す。 
 

【修了要件】 

必  修：10単位 

選択必修：６単位以上 

      （Ａグループから２単位以上，Ｂグループから４単位以上） 

選  択：14単位以上 

      応用数学持論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 

なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

合計 30単位以上 
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４  機 械 工 学 専 攻 
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(2) 構成と教育組織 
2014.4.1現在 

 教育・研究分野 
教 授 

（室番） 

准教授・講師 

（室番） 

助教・助手 

（室番） 

技術職員，事務職員等 

（室番） 

熱流体 
エネルギー 

応用流体工学 
（ＭＨ－１） 

山根 隆志 
（５E‐４１０） 

片岡  武 
（自１‐６０２） 

 

道脇  昭 
（５Ｅ-２０１） 

橋本賀津子 
（５Ｅ-３０１） 

 

鈴木愛優美 
（自３-２２６） 
（５Ｅ-３０２） 

混相熱流体工学 
（ＭＨ－２） 

竹中 信幸 
（自１-６０１） 

浅野  等 
（５Ｅ-４０７） 

村川 英樹 
（３Ｅ-２０３） 

杉本 勝美 
（３Ｅ-２０３） 

エネルギー変換工学 

（ＭＨ－３） 

平澤 茂樹 

（５Ｅ-４０８） 

川南  剛 

（５Ｅ-４１５） 

白井 克明 

（３Ｅ‐１０４） 

エネルギー環境工学 
（ＭＨ－４） 

冨山 明男 
（自１-６０７） 

細川 茂雄 
（自１-６０６） 

 
林 公祐 

（自１-６０３） 

材料物理 

固体力学 
（ＭＭ－１） 

阪上 隆英 
（自３-２２６） 

長谷部忠司 
（自３-２２０）  

 
 

古宇田由夫 
（自３-２２５） 

塩澤 大輝 

（自３-１２１） 

破壊制御学 
（ＭＭ－２） 

中井 善一 
（自３-２１６） 

田中  拓 
（自３-２１７） 

横田久美子 
（自３-１２０） 

材料物性学 

（ＭＭ－３） 

向井 敏司 

（５Ｅ-４０１） 

田川 雅人 

（５Ｅ-４０３） 

池尾 直子 

（５Ｅ-２０３） 

表面・界面工学 
（ＭＭ－４） 

田中 克志 
（自３-２１５） 

屋代 如月 
（自３-２２１） 

 

設計生産 
 
 

複雑系機械工学 
（ＭＡ－１） 

横小路 泰義 
（５Ｅ-４１４） 

深尾 隆則 
（５Ｅ-４１３） 

 

福井喜一郎 
（自３-４１０） 

機械ダイナミックス 

（ＭＡ－２） 

神野 伊策 

（５Ｅ-４１１） 

安達 和彦 

（５Ｅ-４１２） 

肥田 博隆 

（５Ｅ-２０５） 

コンピューター 

統合生産工学 
（ＭＡ－３） 

白瀬 敬一 
（自３-４０３） 

柴坂 敏郎 
（自３-１１３） 

 
佐藤 隆太 

（自３-４０９） 

知能システム創成学 
（ＭＡ－４） 

磯野 吉正 
（自３-１１７） 

 
 

菅野 公二 
（自３-Ｂ１７） 

創造設計工学 

（ＭＡ－５） 

田浦 俊春 

（自３-４０２） 

妻屋  彰 

（自３-４０１） 

山田 香織 

（自３-４０９） 

ゲオルギエフ ゲオルギ 
（自３-４０９） 

研究基盤センター 
 

 

藤居 義和 

（分析Ｃ-３０３） 
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授業科目 単位数 
必修・ 

選択の別 

授業時間数 

担当教員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

応 用 機 械 力 学 ２ 選 択 30       神 野 伊 策   

動 的 シ ス テ ム 解 析 ２ 〃   30     安 達 和 彦   

知能化生産システム論 ２ 〃 30      白 瀬 敬 一   

加 工 プ ロ セ ス 論 ２ 〃   30     柴 坂 敏 郎   

マイクロシステム設計工学 ２ 〃 30       磯 野 吉 正  

設 計 開 発 知 能 論 ２ 〃  30      田 浦 俊 春   

知能化人工システム論 ２ 〃 30       妻 屋  彰   

先 端 ロ ボ ッ ト 技 術 論 ２ 〃 30    長尾  陽一   

数 値 制 御 工 作 機 械 論 ２ 〃  30   佐 藤 隆 太  

特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃 30       照 井 雅 子  

特 別 講 義 Ⅱ ２ 〃   30     未  定   

英 語 特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃 30       各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅱ ２ 〃   30     各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅲ ２ 〃     30   各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅳ ２ 〃       30 各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅠ １ 〃 30       各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅡ １ 〃   30     各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅢ １ 〃     30   各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅣ １ 〃       30 各 教 員 ＊ 

イ ン タ ー ン シ ッ プ １ 〃 30   各 教 員 ＊ 

特 定 研 究 Ⅰ ４ 必 修 30 30     各 教 員   

特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃     30 30 各 教 員   

◎ 特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃 30 30     各 教 員   

（研究指導）                 

（注）１ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 

   ２ 講義科目の履修は，原則として１学期内に12単位以内とする。ただし，備考欄＊印の科目に

ついては，本履修制限に関わらず履修できる。 

   ３ 機械工学専攻で実施する講義科目については，履修希望者が多数の場合，その学期の履修を

認めない場合がある。 

 

【修了要件】 
 必  修：８単位 

 選択必修：２単位以上 

      先端融合科学特論Ⅰより修得すること。  
 選  択：20単位以上 

      応用数学特論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 

      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

 合計 30単位以上 

 

（機械工学専攻 健康・福祉・医療工学コース） 

授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

健 康 増 進 科 学 特 論 Ⅰ ２ 選択必修 30    中 村 晴 信 Ａ（人間発達環境学研究科開講）  

バイオメディカルサイエンスＡ ２ 〃 30    片 岡  徹  Ａ（医学研究科開講） 
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授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

バイオメディカルサイエンスＢ ２ 選択必修 30    的 崎  尚  Ａ（医学研究科開講） 

社 会 医 学 １ 〃 15    西 尾 久 英  Ａ（医学研究科開講） 

生 命 倫 理 ・ 安 全 １ 〃 15    西 尾 久 英  Ａ（医学研究科開講） 

医 療 保 健 福 祉 特 講 Ｉ ２ 〃  30   未     定 Ａ（保健学研究科開講） 

バ イ オ メ カ ニ ク ス 論 ２ 〃  30   未 定 
Ａ（システム情報

学研究科開講） 

地 域 安 全 計 画 特 論 ２ 〃  30   大 西 一 嘉 Ｂ（建築学専攻開講） 

住 環 境 再 生 特 論 ２ 〃 30    近 藤 民 代 Ｂ（建築学専攻開講） 

都 市 環 境 マ ネ ジ メ ン ト ２ 〃 30    織 田 澤 利 守 Ｂ（市民工学専攻開講） 

地 震 工 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   鍬 田 泰 子 Ｂ（市民工学専攻開講） 

ソ フ ト ウ ェ ア 構 成 特 論 ２ 〃 30    塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

計 算 機 シ ス テ ム 特 論 ２ 〃   30  塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

画 像 処 理 特 論 ２ 〃 30    黒 木 修 隆 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

生 体 流 体 工 学 ２ 〃  30   山 根 隆 志 Ｂ（機械工学専攻開講） 

結 晶 物 理 工 学 ２ 〃  30   向 井 敏 司 Ｂ（機械工学専攻開講） 

高 分 子 構 造 ・ 物 性 論 ２ 〃 30    西 野  孝 Ｂ（応用化学専攻開講） 

機 能 性 材 料 論 ２ 〃 30    大 谷  亨 Ｂ（応用化学専攻開講） 

プロセスシステム工学特論 ２ 〃  30   丸 山 達 生 Ｂ（応用化学専攻開講） 

生 物 反 応 工 学 ２ 〃 30    山 地 秀 樹 Ｂ（応用化学専攻開講） 

真 空 工 学 特 論 ２ 選 択 30       北 村 雅 季   

X 線 ・ 粒 子 線 応 用 工 学 ２ 〃 30       藤 居 義 和   

航 空 流 体 力 学 ２ 〃 30       山 根 隆 志  

気 体 力 学 ２ 〃   30     片 岡  武   

輸 送 現 象 論 ２ 〃 30       竹 中 信 幸   

熱エネルギーシステム工学 ２ 〃   30     浅 野  等   

燃 焼 工 学 ２ 〃 30       平 澤 茂 樹   

応 用 熱 工 学 ２ 〃   30     川 南  剛   

複 雑 流 体 力 学 ２ 〃 30       冨 山 明 男   

熱 流 体 計 測 論 ２ 〃   30     細 川 茂 雄   

応 用 固 体 力 学 ２ 〃 30       
阪 上 隆 英 
塩 澤 大 輝 

  

非 破 壊 材 料 評 価 学 ２ 〃  30   
阪 上 隆 英 
塩 澤 大 輝 

 

マルチスケール固体力学 ２ 〃   30     長 谷 部 忠 司   

計 算 材 料 科 学 ２ 〃 30       屋 代 如 月   

破 壊 力 学 ２ 〃 30       中 井 善 一   

複 合 材 料 学 ２ 〃   30     田 中  拓   

信 頼 性 工 学 ２ 〃   30     阪 上 隆 英  

量 子 物 性 工 学 ２ 〃 30       田 中 克 志  

応 用 表 面 工 学 ２ 〃 30       田 川 雅 人  

アドバンスト制御システム論 ２ 〃   30     横 小 路 泰 義   

多 変 数 制 御 論 ２ 〃 30       深 尾 隆 則   

応 用 機 械 力 学 ２ 〃 30       神  野  伊  策   

動的システム解析 ２ 〃   30     安 達 和 彦   

知能化生産システム論 ２ 〃 30      白 瀬 敬 一   
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授業科目 単位数 
 必修・ 

 選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

加 工 プ ロ セ ス 論 ２ 選 択   30     柴 坂 敏 郎   

マイクロシステム設計工学 ２ 〃 30       磯 野 吉 正  

設 計 開 発 知 能 論 ２ 〃  30     田 浦 俊 春   

知能化人工システム論 ２ 〃 30       妻 屋  彰   

先端ロボット技術論 ２ 〃 30    長 尾  陽 一   

数値制御工作機械論 ２ 〃  30   佐 藤 隆 太  

特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃 30       照 井 雅 子  

特 別 講 義 Ⅱ ２ 〃   30     未  定   

英 語 特 別 講 義 Ⅰ ２ 〃 30       各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅱ ２ 〃   30     各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅲ ２ 〃     30   各 教 員 ＊ 

英 語 特 別 講 義 Ⅳ ２ 〃       30 各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅠ １ 〃 30       各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅡ １ 〃   30     各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅢ １ 〃     30   各 教 員 ＊ 

先端機械工学ゼミナールⅣ １ 〃       30 各 教 員 ＊ 

インターンシップ １ 〃 30   各 教 員 ＊ 

特 定 研 究 Ⅰ ４ 必 修 30 30     各 教 員   

特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃     30 30 各 教 員   

◎ 特 定 研 究 Ⅱ ４ 〃 30 30     各 教 員   

（研究指導）                 

（注）１ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目であ

る。 

   ２ 講義科目の履修は，原則として１学期内に12単位以内とする。ただし，備考欄＊印の科目につ

いては，本履修制限に関わらず履修できる。 

   ３ 機械工学専攻で実施する講義科目については，履修希望者が多数の場合，その学期の履修を認

めない場合がある。 

【修了要件】 
必  修：８単位 

選択必修：６単位以上 

      （Ａグループから２単位以上，Ｂグループから４単位以上） 

選  択：16単位以上 

      応用数学持論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 

なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

合計 30単位以上
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５  応 用 化 学 専 攻
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(2) 構成と教育組織 

 

講座名 教育研究分野 
教 授 
（室番） 

准教授 
（室番） 

講 師 
（室番） 

助 教 
（室番） 

助 手 
（室番） 

技術職員， 

事務職員等 
（室番） 

物質化学 

物質創成化学 

森 敦紀 
（４Ｅ－２１３） 

 

水畑 穣 
（自１－３１０） 

神鳥 安啓 
（４Ｅ－２１０） 

 

岡田 悦治 
（４Ｅ－２０３） 

 

南  秀人 
（自１－３０１） 

 
牧  秀志 
（自２－３０２） 

綾部 いつ子 
（自２－３０２） 

 

鈴木 登代子 
（自２－３０４） 

曽谷 知弘 
（４Ｗ－２０４） 

 

 
熊谷 宜久 
（４Ｗ－１０４） 

 
 
 

古東 孝子 
（４Ｗ－２０２） 

 

 
松嶋 嘉子 
（４Ｗ－２０２） 

物質制御化学 
西野  孝 

（４Ｗ－３０６） 

石田 謙司 

（４Ｅ－２１１） 
 

 
三崎 雅裕 
（４Ｅ－４０５） 

 
本郷 千鶴 
（４Ｅ－３０９） 

小柴 康子 

（４Ｅ－４０５） 

物質機能化学 

竹内 俊文 
（自１－３０９） 

 
成相 裕之 
（４Ｗ－３０８） 

梶並 昭彦 
（４Ｗ－３０１） 

 
大谷  亨 
（自１－３０２） 

 
北山 雄己哉 
(自１－６０５) 

 

化学工学 

反応・分離工学 

松山 秀人 
（４Ｅ－２０５） 

 
西山  覚 
（４Ｗ－３０２） 

丸山 達生 
（４Ｅ－２０４） 

 
市橋 祐一 
（４Ｗ－３０４） 

 

神尾 英治 
(自４－４０２) 

 
谷屋 啓太 
（D２−４０６） 

 

プロセス工学 

大村 直人 
（４Ｗ－３０３） 

 
鈴木 洋 

（自１－５０６） 

松尾 成信 
（４Ｗ－３０９） 

 
今駒 博信 
（４Ｅ－２１２） 

 
菰田 悦之 
（４Ｅ－２０７） 

 

堀江 孝史 
（４Ｗ－１０６） 

 
日出間 るり 
（４W−３１２） 

 

生物化学工学 

近藤 昭彦 

（自１－５０８） 
 

山地 秀樹 

（自１－５０５） 

荻野 千秋 

（４Ｗ－３０７） 
 

田中  勉 

（自２－４０４） 
 

勝田 知尚 

（自２－４０６） 
 
蓮沼 誠久 

（自２－４０４） 
 

石井 純 

（自１−２０３） 

 

江橋 具 

（自２－４０６） 
 

松本 拓也 

（自２－４０４） 
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授業科目 単位数 
必修・ 

選択の別 

授業時間数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

生 物 反 応 工 学 ２ 選 択 30       山 地 秀 樹   

生 物 化 学 工 学 特 論 ２ 〃   30     荻 野 千 秋   

生 物 分 離 工 学 ２ 〃   30     勝 田 知 尚   

分 子 生 物 工 学 ２ 〃 30       
近 藤 昭 彦 

田 中  勉   

植 物 代 謝 工 学 ２ 〃  30   佐 竹  炎   

論 文 講 究 Ⅰ ２ 必 修 15 15 15 15     

◎ 論 文 講 究 Ⅰ ２ 〃 30 30         

論 文 講 究 Ⅱ ２ 〃 15 15 15 15     

◎ 論 文 講 究 Ⅱ ２ 〃 30 30         

特 別 講 義 Ⅰ １ 選 択 15     未   定   

特 別 講 義 Ⅱ １ 〃 15     未   定   

特 別 講 義 Ⅲ １ 〃 15     未   定   

特 別 講 義 Ⅳ １ 〃 15     未   定   

化 学 英 語 演 習 ２ 〃 30 30   未 定   

特 定 研 究 ４ 必 修 15 15 15 15     

◎ 特 定 研 究 ４ 〃 30 30         

（研究指導）                 

（注）１ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 

   ２ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目で

ある。 

 

【修了要件】  
 必  修：８単位 
 選択必修：２単位以上 
      先端融合科学特論Ⅰより修得すること。 
 選  択：20単位以上 
      応用数学特論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 
      なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

 合計 30単位以上 

 

 

（応用化学専攻健康・福祉・医療工学コース） 

授業科目 単位数 
 必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

健康増進科学特論Ⅰ ２ 選択必修 30    中 村 晴 信 Ａ（人間発達環境学研究科開講）  

バイオメディカルサイエンスＡ  ２ 〃 30    片 岡  徹 Ａ（医学研究科開講） 

バイオメディカルサイエンスＢ ２ 〃 30    的 崎  尚 Ａ（医学研究科開講） 

社 会 医 学 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

生 命 倫 理 ・ 安 全 １ 〃 15    西 尾 久 英 Ａ（医学研究科開講） 

医療保健福祉特講Ｉ ２ 〃  30   未       定 Ａ（保健学研究科開講） 

バイオメカニクス論 ２ 〃  30   未     定 
Ａ（システム情報学

研究科開講） 

地域安全計画特論 ２ 〃  30   大 西 一 嘉 Ｂ（建築学専攻開講） 

住 環 境 再 生 特 論 ２ 〃 30    近 藤 民 代 Ｂ（建築学専攻開講） 
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授業科目 単位数 
 必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 

担 当 教 員 備 考 １年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期 

都市環境マネジメント ２ 選択必修 30    織田澤利守 Ｂ（市民工学専攻開講） 

地 震 工 学 特 論 Ⅱ ２ 〃  30   鍬 田 泰 子 Ｂ（市民工学専攻開講） 

ソフトウェア構成特論 ２ 〃 30    塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

計算機システム特論 ２ 〃   30  塚 本 昌 彦 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

画 像 処 理 特 論 ２ 〃 30    黒 木 修 隆 Ｂ（電気電子工学専攻開講） 

生 体 流 体 工 学 ２ 〃   30     山 根 隆 志 Ｂ（機械工学専攻開講） 

結 晶 物 理 工 学 ２ 〃   30     向 井 敏 司 Ｂ（機械工学専攻開講） 

高分子構造・物性論 ２ 〃 30    西 野  孝 Ｂ（応用化学専攻開講） 

機 能 性 材 料 論 ２ 〃 30    大 谷  亨 Ｂ（応用化学専攻開講） 

プロセスシステム工学特論 ２ 〃  30   丸 山 達 生 Ｂ（応用化学専攻開講） 

生 物 反 応 工 学 ２ 〃 30    山 地 秀 樹 Ｂ（応用化学専攻開講） 

応 用 物 理 工 学 ２ 選 択  30   未   定  

量 子 化 学 ２ 〃 30    石 田 謙 司  

無 機 構 造 論 ２ 〃 30    梶 並 昭 彦  

無 機 物 性 論 ２ 〃 30    水 畑 穣  

無 機 反 応 論 ２ 〃 30    成 相 裕 之  

有 機 合 成 論 ２ 〃 30    岡 田 悦 治  

応 用 有 機 合 成 論 ２ 〃  30   森  敦 紀  

有 機 反 応 論 ２ 〃 30    神 鳥 安 啓  

高 分 子 化 学 特 論 ２ 〃 30    南  秀 人  

高 分 子 機 能 化 論 ２ 〃  30   南  秀 人  

機 能 性 分 子 論 ２ 〃  30   竹 内 俊 文  

物 理 化 学 特 論 ２ 〃  30   松 尾 成 信  

流 体 物 性 論 ２ 〃  30   菰 田 悦 之  

反 応 工 学 特 論 ２ 〃 30    西 山  覚  

反応プロセス設計論 ２ 〃  30   松 山 秀 人  

触 媒 化 学 特 論 ２ 〃  30   市 橋 祐 一  

移 動 現 象 特 論  ２ 〃 30    大 村 直 人  

多相系移動現象論 ２ 〃  30   鈴 木  洋  

単 位 操 作 論 ２ 〃  30   今 駒 博 信  

プロセス制御特論 ２ 〃  30   大 村 直 人  

生物化学工学特論 ２ 〃  30   荻 野 千 秋  

生 物 分 離 工 学 ２ 〃  30   勝 田 知 尚  

分 子 生 物 工 学 ２ 〃 30    
近 藤 昭 彦 

田 中  勉 
 

植 物 代 謝 工 学 ２ 〃  30   佐竹   炎   

論 文 講 究 Ⅰ ２ 必 修 15 15 15 15   

◎ 論 文 講 究 Ⅰ ２ 〃 30 30     

論 文 講 究 Ⅱ ２ 〃 15 15 15 15   

◎ 論 文 講 究 Ⅱ ２ 〃 30 30     

特 別 講 義 Ⅰ １ 選 択 15   未   定  

特 別 講 義 Ⅱ １ 〃 15   未   定  

特 別 講 義 Ⅲ １ 〃 15   未   定  

特 別 講 義 Ⅳ １ 〃 15   未   定  

化 学 英 語 演 習 ２ 〃 30 30   未   定  
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授業科目 単位数 
 必修・ 

選択の別 

授 業 時 間 数 
担 当 教 員 備 考 

１年次 ２年次 

前期 後期 前期 後期   

特 定 研 究 ４ 必 修 15 15 15 15   

◎ 特 定 研 究 ４ 〃 30 30     

（研究指導）           

（注）１ 特別講義の開講時期，担当教員，授業内容等は，その都度掲示する。 
   ２ 授業科目の前の◎印は，在学期間が１年以上在学すれば足りるものと認められた者の科目であ

る。  

 

【修了要件】30単位以上 

必  修：８単位 

選択必修：６単位以上 

      （Ａグループから２単位以上，Ｂグループから４単位以上） 

選  択：16単位以上 

      応用数学特論Ⅰ～Ⅳ，知的財産の基礎及び自専攻選択科目より修得すること。 

なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて４単位まで算入することができる。 

合計 30単位以上 
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［ 工 学 研 究 科 博 士 課 程 後 期 課 程 ］ 
 

１ 修学上の一般的事項 
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２ 各専攻共通授業科目の概要 
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授業科目開講予定一覧表 
 

（市民工学専攻） 

授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

適 応 構 造 制 御 論 2 選択  30 川 谷  充 郎  

構 造 破 壊 制 御 論 2 〃  30 三 木  朋 広  

地 盤 構 造 物 論 2 〃 30  澁 谷   啓  

土 地 防 災 論 2 〃 30  加 藤  正 司  

運 輸 交 通 シ ス テ ム 計 画 論 2 〃  30 喜 多  秀 行  

地 域 シ ス テ ム 構 成 論 2 〃 30  井 料  隆 雅  

土 地 造 成 計 画 論 2 〃  30 未    定  

土 地 安 定 対 策 論 2 〃 30  吉 田  信 之  

地 震 防 災 工 学 2 〃  30 長 尾  毅  

地 下 空 間 構 造 学 2 〃 30  芥 川  真 一  

空 間 構 造 振 動 論 2 〃 30  鍬 田  泰 子  

水 環 境 解 析 2 〃  30 藤 田  一 郎  

水 資 源 計 画 2 〃  30 大 石   哲  

広 域 流 体 運 動 論 2 〃 30  内 山  雄 介  

水 理 計 画 論 2 〃  30 小 林 健 一 郎  

陸 水 域 環 境 2 〃 30  (未   定 )  

斜 面 安 定 論 2 〃  30 (未   定 )  

地 圏 水 理 学 2 〃 30  (未   定 )  

地 下 構 造 解 析 学 2 〃  30 
飯 塚   敦 

河 井  克 之 
 

構 造 診 断 学 2 〃  30 森 川  英 典  

時 空 間 行 動 論 2 〃  30 小 池  淳 司  

都 市 空 間 分 析 2 〃 30  織田澤 利守  

特 定 研 究 6 必修   各  教  員  

（研究指導）       
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授業科目開講予定一覧表 

 

（電気電子工学専攻） 

授 業 科 目 単位数 
必修 

選択 

の別 

授業時間数 
教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

メ ゾ ス コ ピ ッ ク 材 料 学 2 選択 30  今 北 健 二  

超 微 細 加 工 論 2 〃  30 森 脇  和 幸  

光 電 子 物 性 特 論 2 〃  30 藤 井   稔  

固 体 表 面 構 造 論 2 〃 30  （未   定）  

フ ォ ト ニ ッ ク 材 料 学 Ⅰ 2 〃  30 小 島   磨  

フ ォ ト ニ ッ ク 材 料 学 Ⅱ 2 〃 30  喜 多   隆  

量 子 デ バ イ ス 特 論 Ⅰ 2 〃  30 北 村  雅 季  

量 子 デ バ イ ス 特 論 Ⅱ 2 〃 30  相 馬  聡 文  

ナノ構造エレクトロニクスⅠ 2 〃 30  小 川  真 人  

ナノ構造エレクトロニクスⅡ 2 〃  30 土 屋  英 昭  

プ ラ ズ マ 応 用 特 論 2 〃  30 八 坂  保 能  

電気エネルギー物理解析論 2 〃 30  竹 野  裕 正  

高エネルギー荷電粒子特論 2 〃 30  （未   定）  

集 積 回 路 構 成 論 2 〃  30 沼   昌 宏  

集 積 回 路 設 計 論 2 〃 30  
黒 木  修 隆 

廣 瀬  哲 也 
 

組 織 知 能 論 2 〃  30 塚 本  昌 彦  

知 的 エ ー ジ ェ ン ト 論 2 〃 30  寺 田   努  

情 報 理 論 2 〃 30  森 井  昌 克  

知 的 符 号 化 論 2 〃  30 白 石 善 明  

ア ル ゴ リ ズ ム 設 計 2 〃 30  山 口  一 章  

デ ー タ 構 造 特 論 2 〃  30 増 田  澄 男  

学 習 と 推 論 2 〃 30  大 森  敏 明  

脳 型 学 習 理 論 2 〃  30 小 澤  誠 一  

酸 化 物 薄 膜 素 子 学 2 〃 30  足 立  秀 明  

原 子 制 御 薄 膜 材 料 学 2 〃 30  北 畠   真  

光 機 能 性 半 導 体 薄 膜 学 2 〃  30 山 田  由 佳  

特 定 研 究 6 必修 180 各 教 員  

（研究指導）       
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授業科目開講予定一覧表 

 

（機械工学専攻） 

授 業 科 目 単位数 
必修 

選択 

の別 

授業時間数 
教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

流 体 エ ネ ル ギ ー 形 態 論 2 選択 30  山 根  隆 志  

高 速 流 体 現 象 論 2 〃  30 片 岡   武  

混 相 熱 エ ネ ル ギ ー 輸 送 論 2 〃 30  竹 中  信 幸  

熱 エ ネ ル ギ ー シ ス テ ム 論 2 〃  30 浅 野   等  

エ ネ ル ギ ー 変 換 論 2 〃  30 平 澤  茂 樹  

環 境 熱 工 学 論 2 〃 30  川 南   剛  

複 雑 熱 流 体 解 析 論 2 〃 30  冨 山  明 男  

複 雑 流 動 診 断 論 2 〃  30 細 川  茂 雄  

数 値 複 雑 流 体 力 学 2 〃  30 林   公 祐  

材 料 階 層 構 造 論 2 〃 30  阪 上  隆 英  

構 造 安 全 評 価 学 2 〃 30  塩 澤 大 輝  

材 料 機 能 形 態 論 2 〃  30 長 谷 部  忠 司  

環 境 ・ 高 温 強 度 論 2 〃 30  中 井  善 一  

界 面 力 学 2 〃  30 田 中   拓  

ナ ノ 材 料 構 造 ・ 機 能 論 2 〃 30  向 井  敏 司  

ナ ノ 材 料 電 子 制 御 論 2 〃 30  （ 未   定 ）  

機 能 表 面 創 成 論 2 〃  30 田 川  雅 人  

ナ ノ 構 造 解 析 論 2 〃  30 藤 居  義 和  

ナノ・マイクロエンジニアリング 2 〃 30  田 中  克 志  

微 小 材 料 強 度 論 2 〃  30 屋 代  如 月  

動 的 シ ス テ ム 創 成 論 2 〃  30 横 小 路  泰 義  

インテリジェント制御システム論 2 〃 30  深 尾  隆 則  

メ カ ニ ズ ム 創 成 論 2 〃  30 神 野  伊 策  

動 的 機 能 創 成 論 2 〃 30  安 達  和 彦  

生 体 ダ イ ナ ミ ク ス 解 析 論 2 〃 30  （ 未   定 ）  

次 世 代 生 産 シ ス テ ム 論 2 〃 30  白 瀬  敬 一  

先 端 生 産 プ ロ セ ス 論 2 〃 30  柴 坂  敏 郎  

次 世 代 工 作 機 械 論 2 〃  30 佐 藤  隆 太  

ナノ・マイクロシステム創成論 2 〃  30 磯 野  吉 正  

人 工 環 境 設 計 学 2 〃  30 田 浦  俊 春  

適 応 知 能 シ ス テ ム 論 2 〃 30  妻 屋   彰  

生 産 情 報 学 2 〃 30  楢 崎  博 司  

知 的 制 御 論 2 〃  30 大 塚  喜 久  

情 報 制 御 学 2 〃 30  （ 未   定 ）  

福 祉 情 報 工 学 2 〃  30 内 山  将 夫  

知 覚 ・ 進 化 機 構 論 2 〃 30  加 藤  宏 明  

情 報 伝 達 デ バ イ ス 論 2 〃  30 井 上  振 一 郎  

実 践 的 技 術 開 発 論 2 〃   長 尾  陽 一  

実 践 的 問 題 解 決 論 2 〃   掃 部  雅 幸  

-183-



 

 

 

授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

特    定    研   究 6 必修   各  教  員  

（研究指導）       

 

 

各専攻共通 

科 目 の 種 類 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

各専攻共通科目 

先端融合科学特論Ⅱ－１ 2 選択     

先端融合科学特論Ⅱ－２ 2 〃     

先端融合科学特論Ⅱ－３ 2 〃     

先端融合科学特論Ⅱ－４ 2 〃     

先端融合科学特論Ⅱ－５ 2 〃     

 

【修了要件】 

  必  修：６単位 

  選  択：４単位以上 

       先端融合科学特論Ⅱ，自専攻選択科目より修得すること。 

       なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて２単位まで算入することができる  

合計10単位以上
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授業科目開講予定一覧表 

 

（応用化学専攻） 

授 業 科 目 単位数 
必修 

選択 

の別 

授業時間数 
教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

薄 膜 形 成 論 2 選択 30  （未  定）  

薄 膜 構 造 論  2 〃  30 石 田  謙 司  

多 相 系 材 料 論 2 〃 30  梶 並  昭 彦  

多 相 系 機 能 論 2 〃  30 水 畑   穣  

有 機 反 応 機 構 論 2 〃 30  森   敦 紀  

有 機 分 子 合 成 論 2 〃  30 岡 田  悦 治  

有 機 材 料 反 応 論 2 〃  30 神 鳥  安 啓  

高 分 子 機 能 論 2 〃 30  西 野   孝  

無 機 高 分 子 合 成 論 2 〃 30  成 相  裕 之  

環 境 分 子 論 2 〃 30  勝 田  知 尚  

機 能 性 高 分 子 微 粒 子 論 2 〃  30 （未  定）  

機 能 性 微 粒 子 物 性 論  2 〃 30  南   秀 人  

反 応 場 制 御 論 2 〃  30 竹 内  俊 文  

生 体 機 能 材 料 設 計 論 2 〃  30 大 谷   亨  

触 媒 反 応 制 御 学 2 〃  30 西 山   覚  

応 用 触 媒 反 応 論 2 〃 30  市 橋  祐 一  

非 線 形 現 象 解 析 論  2 〃  30 大 村  直 人  

移 動 操 作 論 2 〃  30 今 駒  博 信  

物 質 機 能 論 2 〃  30 喜 多  裕 一  

物 性 解 析 論 2 〃 30  松 尾  成 信  

流 体 物 性 論  2 〃  30 菰 田  悦 之  

移 動 現 象 制 御 論 2 〃 30  鈴 木   洋  

生 物 反 応 プ ロ セ ス 工 学 2 〃  30 荻 野  千 秋  

生 物 反 応 制 御 論 2 〃 30  近 藤  昭 彦  

集 合 体 制 御 論 2 〃  30 山 地  秀 樹  

生 物 機 能 応 用 工 学 2 〃 30  田 中  勉  

プ ロ セ ス 設 計 論  2 〃 30  松 山  秀 人  

プロセスシステム解析論 2 〃  30 丸 山  達 生  

フォトニクスガラス材料論 2 〃 30  徐   強  

局 所 場 生 体 物 質 論 2 〃  30 （未  定）  

局 所 場 反 応 解 析 論 2 〃  30 （未  定）  

エ ネ ル ギ ー 材 料 学 2 〃 30  五 百 蔵  勉  

エ ネ ル ギ ー 開 発 学 2 〃  30 （未  定）  

固 体 電 気 化 学 2 〃 30  秋 田  知 樹  
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授 業 科 目 単位数 
必修 

選択 

の別 

授業時間数 
教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

ポストゲノム生体機能応用論 2 選択 30  佐 竹   炎  

植 物 機 能 解 析 学 2 〃 30  村 田  佳 子  

構 造 機 能 学 2 〃 30  菅 瀬  謙 治  

製 剤 設 計 工 学 2 〃  30 迫   和 博  

非経口製剤プロセス工学 2 〃  30 森   淳 英  

経 口 製 剤 プ ロ セ ス 工 学 2 〃  30 山 下  計 成  

ケ ミ カ ル セ ン シ ン グ  論 2 〃  30 鈴 木  祥 夫  

バイオエレクトロニクス論 2 〃  30 横 山  憲 二  

特 定 研 究 6 必修 270（※） 各  教  員  

（研究指導）       

※標準修業年限で修了する場合 

 

各専攻共通 

科 目 の 種 類 授 業 科 目 単位数 

必修 

選択 

の別 

授業時間数 

教  員 備  考 １－３年次 

前期 後期 

各専攻共通科目 

先端融合科学特論Ⅱ－１ 2 選択     

先端融合科学特論Ⅱ－２ 2 〃     

先端融合科学特論Ⅱ－３ 2 〃     

先端融合科学特論Ⅱ－４ 2 〃     

先端融合科学特論Ⅱ－５ 2 〃     

 

【修了要件】  

  必  修：６単位 

  選  択：４単位以上 

       先端融合科学特論Ⅱ，自専攻選択科目より修得すること。 

       なお，他専攻及び他研究科の授業科目を合わせて２単位まで算入することができる。 

  合計10単位以上 
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前に既に公表したときは，この限りではない。 

２  前項の規定にかかわらず，博士の学位を授与された者は，やむを得ない理由がある場合には，

当該教授会の承認を受けて，当該博士の学位の授与に係る論文の全文に代えてその内容を要約

したものを公表することができる。この場合において，本学は，その論文の全文を求めに応じ

て閲覧に供するものとする。  

３  博士の学位を授与された者が行う前2項の規定による公表は，原則として神戸大学学術成果

リポジトリの利用により行うものとする。 

 （専攻分野等の名称） 

第20条 学士の学位を授与するに当たっては，別表第1に掲げる専攻分野の名称を付記するものと

する。 

２  修士又は博士の学位を授与するに当たっては，別表第 2に掲げる専攻分野の名称を付記する

ものとする。 

３  専門職学位の名称は，別表第 3に掲げるとおりとする。 

４  別表第 4に掲げる学位プログラムを修了した者に修士の学位を授与するに当たっては，第 2

項に規定する専攻分野の名称とともに，当該学位プログラムの名称を付記するものとする。 

 （学位の名称） 

第21条 本学において学位の授与を受けた者が，学位の名称を用いるときは，神戸大学の文字を付

記するものとする。 

 （修士及び博士の学位並びに専門職学位の取消し） 

第22条 修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，不正の方法により当該学位の

授与を受けた事実が判明したときは，学長は，当該教授会及び教育研究評議会の議を経て，その

学位を取り消し，学位記を返還させ，かつ，その旨を公表する。 

２ 修士若しくは博士の学位又は専門職学位を授与された者が，その名誉を汚す行為があったとき

は，前項の規定に準じてその学位を取り消すことができる。 

３ 教授会が前２項の規定による議決をする場合には，第15条第２項の規定を準用する。 

 （様  式） 

第23条 学位記，学位簿その他の様式は，別記様式のとおりとする。 

 （補  則） 

第24条 この規程の施行に必要な事項は，各学部各研究科においてこれを定める。 

 

 

附  則 

１ この規程は，平成 25年 4月 23日から施行する。 

２ この規程による改正後の神戸大学学位規程（以下「新学位規程」という。）第 18 条の規定は，

平成 25年 4月 1日以後に博士の学位を授与した場合について適用し，同日前に博士の学位を授

与した場合については，なお従前の例による。 

３ 新学位規程第 19条の規定は，平成 25年 4月 1日以後に博士の学位を授与された者について適

用し，同日前に博士の学位を授与された者については，なお従前の例による。 
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附  則 

この規程は，平成 25 年 11 月 1 日から施行する。 

別表第１（第20条第1項関係） 

    学士の学位に付記する専攻分野の名称 

学 部 名 等 専 攻 分 野 の 名 称  

文学部 文学 

国際文化学部 国際文化学 

発達科学部 発達科学 

法学部 法学 

経済学部 経済学 

経営学部 経営学又は商学 

理学部 理学 

医学部医学科 医学 

医学部保健学科 看護学，保健衛生学又は保健学 

工学部 工学 

農学部 農学 

海事科学部 海事科学 
 

別表第２（第20条第2項関係）    

  修士又は博士の学位付記する専攻分野の名称 

研 究 科 名 
専 攻 分 野 の 名 称 

修士 博士 

人文学研究科 文学 文学又は学術 

国際文化学研究科 学術 学術 

人間発達環境学研究科 学術，教育学又は理学 学術，教育学又は理学 

法学研究科 法学又は政治学 法学又は政治学 

経済学研究科 経済学 経済学 

経営学研究科 経営学又は商学 経営学又は商学 

理学研究科 理学 理学又は学術 

医学研究科 バイオメディカルサイエンス 医学 

保健学研究科 保健学 保健学 

工学研究科 工学 工学又は学術 

システム情報学研究科 システム情報学又は工学 
システム情報学，工学，学

術又は計算科学 

農学研究科 農学 農学又は学術 

海事科学研究科 海事科学 海事科学，工学又は学術 

国際協力研究科 
国際学，経済学，法学又は政

治学 

学術，法学，政治学又は

経済学 
 

別表第３（第20条第3項関係）    

    専門職学位の名称 

研 究 科 名 専 攻 分 野 の 名 称  

法学研究科 法務博士（専門職） 

経営学研究科 経営学修士（専門職） 

別表第４（第20条第4項関係）    

EUエキスパート人材養成プログラム 
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工学研究科 学位授与に関する方針 
 

（平成 23年９月１日 大学教育推進委員会承認） 

 

 神戸大学大学院工学研究科は，各専攻分野の幅広い知識及び学際的視点を有する人材，特に複眼

的視野を有する創造性豊かな高度専門職業人並びに創造性及び国際性を有する研究者・高等教育機

関の教員等を養成することを目指している。この目標達成に向け，本研究科では，教育課程を通じ

て授与する学位に関して，国際的に卓越した教育を保証するため，以下の方針に従って当該学位を

授与する。 

○  工学研究科規則に定める修了に必要な単位を修得し，博士課程前期課程にあっては修士論文，

博士課程後期課程にあっては博士論文に係る試験及び審査に合格する。 

  ただし，博士課程前期課程建築学専攻については，修士論文の審査又は特定の課題についての

研究の成果の審査及び最終試験に合格することとする。 

○  修了までに，本研究科学生が，それぞれの課程を通じて達成を目指す学習目標は次のとおりと

する。 

 「人間性」 

高い倫理性を身につけ，科学技術が社会へ及ぼす影響について理解し適切に行動できる能

力を備える。 

 「創造性」 

 設立以来の伝統である自由闊達な気風を継承し，創造的に問題を解決する能力を備える。 

 「国際性」 

海外と幅広く交流し，異文化をより深く理解する。多様な文化・価値観の中で個性を発揮

する能力を備える。 

 「専門性」 

高度な専門知識と幅広い見識を持ち，研究・開発の主導的推進および管理運営ができるエ

ンジニアやマネージャとして，広い視点から課題にアプローチできる基礎学力，応用力，創

造力を兼ね備える。当該分野の研究者として深い学識と高度で卓越した専門能力を備える。 

 

○ 各専攻における具体的な学習目標は次のとおりである。 

 

＜建築学専攻＞ 

前期課程では，人間生活の基盤である住宅や建築施設を創造するために必要な建築学の分野で，

先導的立場となる技術者及び研究者となるために，学部教育で学んできた広範な建築学の知識の上

にさらにその専門性を深め，かつ，総合的に対応できる能力を身につける。後期課程では，それぞ

れの専門分野に対応した理論の構築及び深化を目指し，国際性を有する高度な専門知識を習得する。  

＜市民工学専攻＞ 

市民工学は，土木工学を基盤とした公共利用のための社会基盤施設の建設と保全を通じて，安

心・安全で環境に調和した市民社会を創造することを目指す工学領域であることから，前期課程に
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おいては，21 世紀の市民社会が必要とするパブリックサービスの担い手となるための幅広い分野

における専門知識及び応用力を修得する。後期課程においては，先端的分野に特化した教育研究を

通して，国際社会に寄与できる創造性豊かで高度な専門知識を修得する。 

＜電気電子工学専攻＞ 

高度情報化社会に要求される新しい材料，デバイス，ハードウェア，ソフトウェア，システム技

術の基礎理論および新しい展開の教育研究を通じて，将来的な社会の要請に応えられる能力を身に

つける。前期課程では，高度な専門基礎学力および基礎的研究能力を修得する。後期課程では，よ

り高度な専門知識に基づいて新しい技術の展開に寄与できる国際性豊かな人材となるために必要と

なる高度な専門的研究能力を修得する。 

＜機械工学専攻＞ 

前期課程では，産業および科学技術の高度化の基盤となる機械工学の分野において持続可能社会

の実現を推進する技術者および研究者となるために，応用力のある強固な基礎知識を基盤として，

熱流体エネルギー，材料物理，設計生産などの各専門分野ならびに先端的学際分野における専門知

識を修得し，機械システムの統合・制御とその構成要素の設計・製造・評価等を可能とする高度な

研究開発能力を身につける。後期課程では，機械工学の各専門分野において独創的な学術研究を推

進し，国際的かつ学際的視野を持つ指導的人材となるための卓越した課題探究力，問題解決能力な

らびにその基盤となる深い学識および高度な専門的研究能力を修得する。 

＜応用化学専攻＞ 

前期課程では，将来の科学技術および基幹産業の基盤となり，人類社会の持続的な発展を実現す

るために必要な物質化学と化学工学の素養からなる応用化学の分野で先導的立場となる技術者及び

研究者となるために，強固な基礎知識の上に培われた高度な専門知識と研究能力を身につける。 

後期課程では，人類社会の持続的な発展を実現するために必要な応用化学における先進的かつ卓越

した学術研究を推進し，専門分野での国際的視野を持つ指導的人材となるための高度な研究能力な

らびにその基礎となる深い学識および卓越した専門的能力を修得する。 
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工学研究科 学位論文評価基準 
 

（平成25年11月7日 大学教育推進委員会承認） 

 

 神戸大学大学院工学研究科は，学位論文について，研究科のディプロマポリシーに基づき，以下の

基準により総合的に評価する。 

なお，この基準に定めるもののほか，専攻分野において必要なものは当該専攻が定める。 

 

（修士論文の評価基準） 

 修士論文は学位申請者が主体的に取り組んだ研究成果からなり，専門分野における高度な研究手法

の習得を示す一定の新規性を有し，かつ研究成果の国際的な発信に向けた対応がなされていなければ

ならない。論文審査にあたっては，以下の点を考慮する。 

１．論文の新規性が明示されていること。 

２．文献資料などによる先行研究の調査や事実調査が適切であり，研究の位置付けを明示しているこ

と。 

３．研究の方法が明確かつ具体的に記述されていること。 

４．結果および解析・考察の展開が論理的かつ説得力があること。 

５．引用等が適切になされ，論文として体裁が整っていること。 

 

（修士設計の評価基準） 

 修士設計は学位申請者が主体的に取り組んだ研究成果からなり，専門分野における高度な研究手法

の修得を示す一定の新規性を有し，かつ研究成果の国際的な発信に向けた対応がなされていなければ

ならない。成果物としての設計図書（設計図および設計に至るまでの研究成果を記載した図書）の審

査にあたっては，以下の点を考慮し評価を行う。 

１．設計意図および設計内容の新規性が明示されていること。 

２．文献資料などによる先行研究の調査や事実調査が適切であり，設計の位置付けを明示しているこ   

 と。 

３．設計の方法が明確かつ具体的に記述されていること。 

４．設計内容が設計図書内に適切に表現され，設計意図が論理的かつ説得力をもって伝えられている 

 こと。 

５．設計内容がオリジナルなものであり，設計図書として体裁が整っていること。 

 

（博士論文の評価基準） 

 博士論文は学位申請者が主体的に取り組んだ研究成果からなり，国際的な学術活動の視点から学術

的に新規な知見と高い独創性を有していなければならない。論文審査にあたっては，以下の点を考慮

する。 

１．当該分野の学問研究に貢献できる課題を含み，新規性が明示されていること。 

２．文献資料などによる先行研究の調査や事実調査が適切であり，研究の位置付けを明示しているこ

と。 

３．研究の方法が明確かつ具体的に記述されていること。 

４．結果および解析・考察の展開が論理的かつ説得力があること。 

５．引用等が適切になされ，著作物と見なしうる論文として体裁が整っていること。 
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神戸大学大学院工学研究科の修士学位に関する内規 
 

 （趣  旨） 

第１条 この内規は，神戸大学大学院工学研究科（以下「研究科」という。）において博士課程前期

課程の修了者に授与する修士の学位の論文及び建築学専攻における特定の課題についての研究成果

（以下「学位論文等」という。）の審査に関し必要な事項を定めるものとする。   

（学  位）  

第２条 研究科において授与する学位は，修士（工学）とする。 

（学位論文審査申請書及び学位論文の提出） 

第３条 学位論文の審査を願い出るときは，次に掲げる書類等を指導教員を経て研究科長に提出する

ものとする。 

(1) 学位論文審査申請書（別紙様式１） １部 

(2) 学位論文             ２部  

２ 学位論文審査申請書の提出時期は，３月修了予定者にあっては12月，９月修了予定者にあっては

６月とし，各時期における提出期間は，各専攻が別に定める。 

３ 学位論文の提出時期は，３月修了予定者にあっては２月，９月修了予定者にあっては８月とし，

各時期における提出期間は，各専攻が別に定める。 

４ 前２項の規定にかかわらず，教授会が特に必要と認めたときは，提出の時期及びその期間を別に

定めることができる。 

５ 学位論文には，表紙をつけるものとする。 

（研究成果審査申請書及び研究成果の提出） 

第４条 建築学専攻において，学位論文に代えて特定の課題についての研究成果の審査を願いでると 

きは，次に掲げる書類等を指導教員を経て研究科長に提出するものとする。 

(1) 特定の課題についての研究成果審査申請書（別表様式２）  １部 

 (2) 特定の課題についての研究成果  １部  

２ 特定の課題についての研究成果審査申請書の提出時期は，学位論文審査申請書の提出時期に準ず

る。 

３ 特定の課題についての研究成果の提出時期は，学位論文の提出時期に準ずる。 

４ 前２項の規定にかかわらず，教授会が特に必要と認めたときは，提出の時期及びその期間を別に

定めることができる。 

５ 特定の課題についての研究成果には，表紙をつけるものとする。 

第５条 学位論文等の提出があったときは，論文等の審査及び最終試験を行うため，学位論文等提出

者ごとに学位論文等審査委員会（以下「審査委員会」という。）を置く。 

２ 審査委員会は，教授１人以上を含む研究科の教授又は准教授２人以上をもって組織し，主査１人

及び副査を置くこととする。 

３ 教授会において審査のため必要があると認めるときは，前項に定めるもののほか，学位論文提出

者の専門分野に関係の深い学術領域の研究科博士課程担当相当の者を審査委員に加えることができ

る。 

４ 教授会において審査のため必要があると認めるときは，前２項に定めるもののほか，調査委員を

委嘱することができる。 

５ 審査委員の選定及び調査委員の委嘱は，学位論文等提出者の所属する専攻から推薦のあった審査

委員及び調査委員候補者について，教授会が行う。 
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区   分 学生寮等の名称 寄 宿 料 

居室が単身用の場合 

白鴎寮 月額  5,900 円 

住吉寮，女子寮，国維寮，インターナシ

ョナル・レジデンス（単身室 床面積15

ｍ2未満） 

月額  18,000 円 

インターナショナル・レジデンス（単身

室 床面積15ｍ2以上） 
月額  21,000 円 

居室が世帯用の場合 

国際交流会館（夫婦室） 月額  9,500 円 

国際交流会館（家族室） 月額  11,900 円 

インターナショナル・レジデンス（夫婦

室） 
月額  45,000 円 

インターナショナル・レジデンス（家族

室） 
月額  49,000 円 

 

２ この条に定めるもののほか，寄宿料の額に関し必要な事項は，別に定める。 

 

附  則 

この規程は，平成26年４月１日から施行する。 
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３ 工学部・工学研究科・システム情報学研究科配置図 

 

 

 

工作技術 
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都
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工事中 
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学 生 便 覧  2014 

 

 

神戸大学大学院工学研究科 
 

〒657-8501 神戸市灘区六甲台町１－１ 

            (078)803-6350 
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